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序    文 

 

 

日本国政府は、インド国政府の要請に基づき、「森林研修センター能力向上プロジェクト」の実施

を決定し、独立行政法人国際協力機構が、同プロジェクトを実施することとなりました。 

 

当機構は、プロジェクトの円滑な立ち上げ及び効果的な実施に向けた現地関連諸機関との協議及

び合意形成、またプロジェクト実施の妥当性について評価 5 項目の視点から評価することを目的

として、2008 年 6 月 16 日から 2008 年 6 月 27 日の 12 日間にわたり、当機構インド事務所次長の

朝熊由美子を団長とする事前調査団を派遣しました。調査団は、インド国政府関係者との協議並

びに現地踏査を実施し、プロジェクト実施体制・プロジェクトの基本設計等について確認した上

で、合意を形成しました。 

 

本報告書は、調査団によって取り纏められた調査結果であり、今後のプロジェクトの実施に広く

活用されることを望むものであります。 

 

2009 年 3 月 

 

独立行政法人 国際協力機構 

インド事務所 所長 入柿 秀俊 

 

 



 
 

プロジェクト位置図 
[インド国全体・調査実施地] 

 

 
 

 

 

デリー  
環境森林省(MOEF)所在地 

マディア･プラデーシュ州 ボパール  
現地調査実施地①(第 1週目)  

（IIFM 所在地）

カルナタカ州 フブリ 
現地調査実施地②(第 1週目) 

（JBIC 円借款植林事業実施地） 

ウッタラカンド州 デラドゥン(州都)  
現地調査実施地③(第２週目) 

（DFE, SFSC Dehradun 所在地） 

※2007 年 1 月 1 日よりウッタランチャル州から州名が変更 



現地調査写真集 

 

環境森林省(Ministry of Environment and Forests) 

【環境森林省建物】 

環境森林省は、ニューデリーのほぼ中央部に所在。

中央省庁が集まる CGO Complex 内にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デラドゥン視察 

Directorate of Forest Education (DFE)： 環境森林省森林教育局 

【DFE 正面玄関】 

森林官を対象とした教育・研修を

監督する、森林教育局長が常駐して

いる。局長は、国立森林官研修施設

や州立森林官研修施設に対して研修

予算を配分する他、各森林官研修施

設が実施する研修計画・研修内容の

承認、研修のモニタリング等を実施

する。 

 

 

 

 



【SFSC 正面玄関】 

 州採用の地方森林官を対象とした

初任者研修・在職研修を実施する、

国立森林官研修機関のデラドゥン校。

教授陣は、校長 1 名(女性)、専任教官

5 名(内、女性 1 名)で構成される。 

 

 

 

 

 

【SFSC オリエンテーション風景】 

 州採用の地方森林官を対象とした

初任者研修のオリエンテーション。

隣接する FRI(Forest Research Institute)

内の博物館を、新入生が見学してい

る。写真左より二人目の人物は、SFSC

の専任教官。 

 

 

 

 

【SFSC 講義室】 

 講義室は、階段教室となっており、前方に教壇

(写真手前)と黒板が設置されている。この部屋は、

2008 年春に改装工事を済ませており、30 名収容

可能。 

 

 

 

 

 

 

 



【SFSC 会議室】 

通常、教官ミーティングは校長室

で実施するが、それ以外に会議室が

設けられている。マイクやスクリー

ンの使用も可能。事前調査の協議は、

この会議室で行われた。 

 

 

 

 

 

 

【SFSC 宿泊施設】 

SFSC が所有する、研修生・来客用

宿泊施設。複数所有しているが、こ

の建物が最も新しい。また、同一敷

地内にある SFSC 以外の諸機関

(IGNFA 等)も、それぞれ宿泊施設を所

有している。 

 

 

 

 

 

【SFSC 宿泊施設室内】 

SFSC 所有の宿泊施設は、勉強部屋１、

寝室１、トイレ付バスルーム１の 3

部屋。家具類は備付。 

 

 

 

 

 



Indian Institute of Forest Management (IIFM)   

【IIFM 正面玄関】 

IIFM のキャンパスは、マディア・プラデシュ州

ボパール市内にある。森林管理・環境管理・自然資

源管理及び関連分野における高等教育・研修を提供

すると同時に、世界銀行・ADB 等外部機関の委託

による調査研究・コンサルタント派遣も実施してい

る。また、学生は森林官のみに限定されておらず、

卒業生の進路も、民間企業・国際援助機関等、多様

である。 

 

 

 

 

 

【IIFM キャンパス内】 

 閑静なキャンパスは、緑に覆われて

おり、多くの建物で構成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【IIFM コンピュータ室】 

教官・学生用のコンピュータ室。実

習に使用する他、各自の調査・研究活

動に用いられる。 

 

 

 

 



【IIFM 教官用宿舎】 

キャンパスには、学生用・教官用宿

泊施設も設置されている。写真中央は、

IIFM の教官用宿舎。 

 

 

 

 

 

 

 

カルナタカ州森林局 

【カルナタカ州森林局事務所】 

(Hubli、Darwad 地区） 

Darwad 地区を管轄する Conservator 

of Forests の事務所。通常は、森林官

のオフィスは階級毎に別々の場所に

設けられているが、Darwad 地区は、

Chief Conservator of Forests, DFO, ACF, 

Range Officer のオフィスが一箇所に

集まっている特殊な例である。  

 

 

 

【Forester 事務所】 

(Hubli, Darwad 地区） 

正面奥の建物が Forester の事務所。

この建物は、現在、改装中だが、大

きさ・設備等は、Forester の事務所と

して標準的である。 

 

 



【Forester 執務室】 

(Hubli, Darwad 地区) 

事務所内には、写真の執務室の他、

写真左手奥にある仮眠室・バスルー

ム・炊事場が設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

【円借款植林事業の生計向上活動】 

(Darwad 地区) 

円借款植林事業には、住民の森林

依存度を下げる目的から、植林以外

の生計向上活動が含まれている。同

地区の場合、インド女性が好んで身

に着けるガラス製の腕輪を製作して

いる。 

 

 

 

 



略 語 表 

 

(本文中に使用される略称の内、特に重要なものを以下に示す) 

 

DFE Directorate of Forest Education  環境森林省森林教育局 

 

IGNFA Indira Gandhi National Forest Academy インディラ・ガンディー国立森林学院 

 

IIFM Indian Institute of Forest Management  国立森林経営研究所 

 

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 

 

JBIC Japan Bank for International Cooperation 国際協力銀行 

 

MOEF Ministry of Environment and Forest  環境森林省 

 

SFSC State Forest Service College   国立森林官研修機関 



事業事前評価表(技術協力プロジェクト)

1 .案件名

インド国 森林官研修センター研修実施能力向上プロジェクト

2.協力概要

(1)協力内容

作成日:平成20年9月29日

担当部:インド事務所

本件は、インド政府環境森林省 (MOEF: M i n i stry of Env i ronment and Forests)を実施機関

とし、 1)ウッタラカンド州デラドゥンにある国立森林官研修機関及び2)各州立森林官研修

機関の研修支援を通じ、インド政府の森林分野の研修能力を強化することを目的としている o

1)においては、研修内容や教授法の改善を含む森林管理に関する研修実施計画及び研修教材の

改良、 2)においては、円借款事業「森林管理能力強化・人材育成事業』により実施される「マス

タートレーナー育成のための研修Jiirこ対する技術的支援を主な活動とする。

(2)協力期間

2008年度の長期専門家派遣より 5年間

(3)協力総額(日本側)

3.2億円程度

(4)協力相手先機関

・環境森林省森林教育局(DFE: D i rectorate of Forest Educat i on， MOEF) 
・デラドウン国立森林官研修機関 (SFSC: State Forest Serv i ce Co 11 ege， Dehradun) 
. 円借款事業の対象となる州立森林官研修機関(10州)

i インド森林行政では中央政府採用の上級森林官 (IndianForest Service)が中央及び各州の
森林行政を司り、その下で各州が採用する州森林官 (StateForest Service及びForestRange 
Officer)及び現場森林官 (Forester及びForestGuard)が森林管理を実施している。
ii 円借款事業の対象州から選抜された州森林官 (StateForest Service及びForestRange 
Officer)に、住民との効果的・協調的なファシリテーション手法を習得させ、現場森林官(Forester
及びForestGuard)への指導が行えるようになるよう養成する。
出各州における州立森林官研修機関の校長及び教官をつとめるStateForest Serv i ce及びForest
Range Officer等が研修を受講する予定。
ivマスター・トレーニング(脚注 ii)の受講生を指し、州森林局のStateForest Service及び
Forest Range Officer等が研修を受講する予定(職位としては上記の州森林官と同様)。マスタ
ートレーナーはマスター・トレーニング受講後に各州の州立森林官研修機関にて現場森林官等へ

の研修を実施する。
V 現場森林官とは、フロントラインスタッフと呼ばれる住民に直接指導する森林官であり、職位

はForester及びForestGuardである。
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(5)圏内協力機関

農林水産省林野庁

(6)栂益対象者及び規模

く直接縄益者〉

・デラドゥンの国立森林官研修機関において研修を担当する教官及び外部講師
. デラドゥンの国立森林官研修機関において研修を受講する州森林官iii

・円借款事業の対象となる 10州から選抜されたマスタートレーナーiv
く間接栂益者〉

・州立森林官研修機関の受講生
ー 円借款事業の対象となる 10州においてマスタートレーナーが実施する研修の受講生(州

森林局の現場森林官V)

3.協力の必要性圃位置付け

( 1 )現状及び問題点

インドの森林被覆率は、 20世紀初頭には40%であったが、 2001年には23%に減少し、全世
界平均値である30%よりも低い数値を示している。森林周辺には、森林資源に依存しつつ生活

を営む貧困住民が居住しているが、こうした森林周辺住民の窓意的な森林資源利用が、森林の

荒廃を招いた原因の一つであると認識されている。このため森林管理の重要性に対する住民の

認識を促しつつ森林保全を図り、森林から得られる木材・非木質林産物の効果的な活用による

貧困層の生計向上を支援して、再生可能な森林資源利用を推進する必要がある。

そのためには、住民と日常的に接する州森林局の現場森林官が、森林資源の違法利用者の取

締りを中心とした従来の役割とは異なり、新しい考え方に基づいた森林管理方法を始め、森林

セクター全般に係る最新かつ有効な知識・技術を学び直す必要がある。しかしながら現場森林

官は、こうした知識や技術、及び住民に対する技術普及経験が不足している。

環境森林省は、デラドゥンの国立森林官研修機関(StateForest Service Col lege)において

州森林官である州立森林官研修機関の教官等に対し研修を実施している。一方、住民と日常的

に接する立場にある現場森林官を対象とした研修は、各州が運営する州立森林官研修機闘が行

っている。従って、現場森林官が新たな役割を担い、業務実施能力を高めるためには、デラド

ウンの国立森林官研修機関において各州の指導者・教官となる州森林官クラスを対象とした研

修の改善、州立森林官研修機関において現場森林官クラスを対象とした研修の改善を行うこと

が必要となっている。

これらの状況を踏まえ、旧JBICは2007年8月-2008年7月にかけてSAPROFを実施し、調査

の中で円借款事業「森林管理能力強化・人材育成事業』にて森林管理研修体制整備を支援すると

共に技術協力プロジェクトとの連携が効果的であると提案し、 JICAとともに検討を行った。イ

ンド政府が現場森林官の研修改善を目的とする技術協力プロジェクトを要請したことを受け、

JICAは2008年6月に円借款事業と技術協力プロジェクトとの密接な連携を視野に入れた事前

調査を行い、インド政府と協議した結果、本案件が形成された。なお、上記円借款事業は2008
年度中に事業を開始する予定である。
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(2)相手国政府の国家政策上の位置付け

これまで、森林官研修に対する重要性についてはあまり高い認識がされておらず、国家予算

も限定的なものに留まってきた。

インド政府環境森林省監修による報告書 (2006年)"Report of the National Forest 
Conunission"は、住民と日常的に接する現場森林官、即ち Forester及びForestGuardと、現

場森林官を監督する職位にある州森林官(特にForestRange Officer)を対象とした、州立森林

官研修機関における研修の強化を提言している。

第 11次5ヵ年計画 (2007年4月，...2012年3月)は、森林資源を窓意的に利用する侵入者の

取締りを中心とする従来の森林管理から、森林周辺住民と現場森林官の相互協力に基づいて森

林保全と貧困層の生計向上を同時に目指す共同森林管理 (JFM:Joint Forest Management)の

推進を明記している。

(3)我が国援助政策との関連、 JICA国別事業実施計画上の位置付け

2006年5月に取り纏められた対インド国別援助計画は、貧困・環境問題の改善を重点目標に掲

げ、土壌の劣化、侵食防止、住民生活の向上の観点から、森林セクターへの支援を行う旨、明

記している。これを受け、 JICAとしては援助重点分野の一つに『環境・気候変動対策への支援」

を定め、自然資源の保全と持続的利用のため、荒廃林の復元により森林の量及び質的向上を図

り、土壌劣化の防止、水土保全機能低下の防止及び生物多様性保全等を支援することとしてい

る。

4.協力の枠組み

(1)協力の目標

①協力終了時の達成目標(プロジェクト目標)と指標vi・目標値

【プロジェクト目標】

インド政府の森林分野の研修能力が強化される

【指標】

改善された研修内容及び教材による研修を受講した州森林官が、 2013年までに00名に達す

る

②協力終了後に達成が期待される目標(上位目標)と指標・目標値

【上位目標】

州森林局における現場森林官 (Forester及びForestGuard)の能力が強化される

【指標】

・2016年までに00名の現場森林官が研修を受講する

-研修受講生である現場森林官の業務遂行能力(森林管理に係る知識・技能・態度)に対する

森林周辺住民の評価が高まる(サンプリング調査)

(2 )アウトプットと活動

アウトプット 1 デラドゥンの国立森林官研修機関における研修の内容が改善される

vi 各指標の具体的数値は、プロジェクト開始後6ヶ月以内に設定する予定。
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【活動】

1-1現状の研修内容の評価を行う

1-2研修対象者(州森林官)の研修ニーズと課題を確認する

1-3研修計画、教科、カリキュラム、教材の内容を検討し、改定する

【指標】

・研修の教科のひとつである TOT(Training of Trainers)の課題が明らかになり、州森林

官のニーズに合ったカリキュラムが開発される

・カリキュラムごとに教材が開発される

アウトプット 2:改善された研修内容に基づき、デラドゥンの国立森林官研修機関の教官がよ

り効果的な研修を実施できるようになる

【活動】

2-1研修の実施計画を作成する

2-2研修実施計画に基づき研修を実施する

【指標】

・研修の実施回数

・研修受講生である州森林官による研修への評価が高まる(アンケート調査)

アウトプット 3:研修内容のモニタリングとフィードパックの仕組みが構築される

【活動】

3-1州森林官研修機関が実施する研修をモニタリングし、改善案を作成する

3-2いくつかの州を選抜し、重点的にモニタリングする

3-3モニタリング結果をデラドウンの国立森林官研修機関における研修内容に反映する

3-4研修実施計画を改定する

【指標】

DFE/SFSCによる有効なモニタリングの回数が00回に達する

アウトプット 4:州立森林官研修機関(円借款事業の対象となる 10州)で活動する「マスター

トレーナー」が育成される

【活動】

4-1円借款事業「森林管理能力強化・人材育成事業』の PMU(プロジェクト"マネジメント・
ユニット)が行う研修計画及び研修教材作成(マスタートレーニング向け及び現場森林官

対象)を支援する

4-2デラドゥンの国立森林官研修機関にて行われるマスタートレーナー研修の実施を支援す
る

4-3マスタートレーナーが各州にて行う研修(現場森林官対象)のモニタリングを支援する

【指標】

・研修計画及び研修教材の作成

・マスター・トレーニング実施状況報告書

・マスタートレーナーが各州で実施する研修の実施状況報告書
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(3)投入(インプット)

①日本側(総額3.2億円程度)

1)専門家派遣:長期専門家3名(チーフアドバイザ一、森林経営、業務調整)、短期専門家

2)機材供与:プロジェクトの実施に必要な機材

3)現地活動費

4)カウンターパート研修:日本でのカウンターパート研修を実施予定

②インド国側

1 )カウンターパート及びその他スタッフの配置:

プロジェクト・ディレクター (1名)、プロジェクト・マネジャー (2名)、研修担当教官、

研修生

2) JICA専門家用執務室:デラドゥンの国立森林官研修機関内に設置予定
3)建物、施設、資機材の提供:環境森林省森林教育班、ヂラドウンの国立森林官研修機関、

電気/通信機器、研修機材

4)プロジェクト活動に必要な経費:水光熱費、通信費、カウンターパートの交通費

(4)外部要因(満たされるべき外部条件)

1)前提条件

・インドの森林政策、法律が著しく変更されない

・円借款事業の実施スケジュールが大幅に遅延しない

2)アウトプット達成のための外部条件

-研修受講者(州森林官)が受講後に研修内容と関連のない部署へ異動とならない

3) プロジェクト目標達成のための外部条件

-デラドゥンの国立森林官研修機関における州森林官を対象とした研修が廃止にならない

4)上位目標達成のための外部条件

• JFMの知識・技術など、州森林局の現場森林官に求められる内容が著しく変更されない

5.評価5項目による評価結果

( 1 )妥当性

1 )優先度

インド政府は、第 10次5ヵ年計画において、 JFMに森林保護政策を転換する方針を打ち出し

た。第 11次5ヵ年計画 (2007年4月.....2012年3月)において環境保護は重点分野であり、計

画の終了時点までに森林被覆率を 5%上昇させることを目標としている。同計画では荒廃林の

再生に加え、 JFMの推進による持続可能な森林管理、森林依存者の代替所得手段獲得支援に重

点が置かれており、本プロジェクトがインドの政策に沿うものであることは明白である。

2006年5月に取り纏められた日本の対インド国別援助計画は、貧困・環境問題の改善を重点目

標に掲げ、土壌の劣化、侵食防止、住民生活の向上の観点から、森林セクターへの支援を行う

旨、明記している。これを踏まえ、対インド国別援助実施方針では、自然環境保全(自然環境
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の保全と持続的利用)を開発課題として明記している。したがって、本プロジェクトは日本の

援助政策にも合致している。

2)手段としての適切性

環境森林省は、持続可能な森林管理を実施するために、情報管理システムの構築及び人材開

発の推進を目標としている。本プロジェクトはこの目標と整合しており、森林管理の課題に対

するアプローチとしても適切な手段であると考えられる。また、日本の森林管理の技術協力は、

インドの森林管理の課題を改善するために適切なもので、ある。

(2)有効性

1 )プロジェクト目標の内容

TOT、その他の研修コース、そして、モニタリング-評価システムの改善が、州森林官を対象

とする中央レベルでの研修実施能力を強化することになる。州森林官は、日本人専門家によっ

て移転される新しい知識・技術を理解するための十分な能力を備えており、獲得した新しい知

識・技術を、州森林官研修機関における現場森林官向けの研修に応用・改善することが可能で

ある。

(3)効率性

1 )アウトプットの内容

デラドゥンの国立森林官研修機関の教官は、プロジェクトで計画されている活動内容を通常

業務として担当していることから、計画された活動は効率的に実施され、成果に繋がることが

期待できる。日本人専門家が、日本における優良事例の観点から研修のニーズ・内容・計画を

再検討し、改善する為の諸活動を支援することで、より高い効率性が確保できる。

他方、マスター・トレーニングは、環境森林省がデラドゥンの国立森林官研修機関で実施す

る研修とは独立に、円借款事業『森林管理能力強化・人材育成事業Jの枠組内で実施する、新規

かつ独自の研修プログラムである。従って、日本人専門家が、組織づくりを含めた実践的・持

続的な仕組みづくりを支援することにより、マスター・トレーニングの効率性、及びマスタート

レーナーによる州レベルの活動の効率性を確保しうる。

(4)イン1'¥クト

1 )上位目標の内容・因果関係

本プロジェクトでは、環境森林省森林教育班と、その管轄下にあるデラドウンの国立森林官

研修機関をカウンターパートとした活動が計画されている。改善されたTOTがプロジェクト終

了後も継続されることにより、 TOTを受講した州森林官が実施する州レベルの研修を、州森林

局の現場森林官が受講しうる仕組みを構築することが可能となるため、最終的に“州森林局に

おける現場森林官の能力が強化される"という上位目標の達成に繋がるものと考えられる。

また、既述の通り、インド国では、従来、森林官研修の必要性が高く認識されておらず、森

林官研修に対する国家予算も、限定的なものに留まってきた。そのため、本プロジェクトの実

施により、従来、環境森林省内での優先順位が低かった森林官研修の必要性・重要性を喚起す

る効果も期待される。

(5) 自立発展性
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1 )政策・制度面

森林官研修は、インド政府の森林政策・研修実施指針に基づいて実施されており、近い将来

において森林管理の政策が大きく変わる可能性は低い。また、気候変動対策の観点から見ても、

インド国における自然環境保全は、世界的にも重要な意味をもち、より効果的・効率的な自然

環境保全が内外より求められていることから、自然環境保全の担い手である森林官を対象とし

た研修の重要性は、更に増すものと推測しうる。従って、本プロジェクトにより改善された研

修の内容は、プロジェクト終了後も引き続き、州森林官研修機関における研修の改善に寄与す

ると考えられる。

2)組織・財政面

プロジェクトの活動には、研修結果のモニタリング・評価及びフィードパックの活動が計画さ

れている。この活動の中で、既往の仕組みを強化することにより、研修ニーズの変化に対応し

つつ、研修実施機関が自主的に研修内容・方法を改善することが可能となる。

6.貧困・ジェンダー・環境等への配慮

本案件実施による貧困・ジェンダー・環境面での負の影響は、想定し得ない。

7.過去の類似案件からの教訓の活用

本プロジェクトの案件形成に際し、ミャンマ一国における技術協力プロジェクト「乾燥地共

有林研修・普及計画J(2001年12月......2006年12月)の終了時評価からの教訓を活用した。特に

参考としたのは、「人材育成プロジェクトにおいては、研修の実施のみならず、研修受講者が習

得した知識・経験等が活用できるように組織・制度面での整備もデザインに組み込む必要があ

るJr共有林の普及員の育成には、座学研修、実地研修、フォローアップ研修の一体化が重要で
あるJr対象地域が広いプロジェクトでは、プロジェクト開始とともに明確な業務内容を有する
モニタリング体制の整備が必要である』の3点である。これらを踏まえ、本プロジェクトでは、

①州立森林官研修機関で実際に研修を担当している教官を研修受講者とする ②座学研修と実

地研修のバランスを重視し、プロジェクトの初期段階で既往の研修計画・研修内容の見直しを

図る ③環境森林省森林教育班を中心とした既往のモニタリング体制の強化を図り、モニタリ

ング結果を次回の研修内容に反映し得る仕組みを構築することとした。

8.今後の評価計画

中間評価:2011年3月頃

終了時評価:2013年7月頃

事後評価:2015年末頃
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第1章 要約 

 

本調査団は、技術協力プロジェクト「森林官研修センター研修実施能力向上プロジェクト」

の基本的枠組をインド側と協議・合意することを主たる目的として、2008 年 6 月 15 日から

27 日までインド国に滞在し、カウンターパート機関である環境森林省(MOEF：the Ministry of 

Environment and Forests)、環境森林省森林教育局（DFE：Directorate of Forest Education）、国

立森林官研修機関デラドゥン校（SFSC：State Forest Service College, Dehradun）及び財務省

経済局(DEA：Department of Economic Affairs, Ministry of Finance)と協議を行った。 

 

また、滞在期間中、マディア･プラデシュ州及びカルナタカ州において現地視察、関係機

関からの情報収集を実施し、円借款植林事業の現況を把握する一方、州レベルの州政府森林

局森林官を対象とする在職研修実施状況を調査した。同調査終了後、本調査団は、基本的な

合意事項を協議議事録（M/M: Minutes of Meetings）に取り纏め、環境森林省と調査団長との

間で署名を交わした（M/M は下記の実施協議議事録に ANNEX I として添付）。 

 

その後、本プロジェクト実施に際しての合意文書として、実施協議議事録（R/D: Record of 

Discussions）を環境森林省と JICA インド事務所長との間で署名・交換した（R/D は巻末別

添資料を参照）。 
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第2章 事前調査団の派遣 

 

2-1 要請の背景 

要請書によると、インドの森林被覆率は、20 世紀初頭には 40％であったが、1950 年まで

に大幅に減少し、その後、植林事業の拡大等に伴い増加に転じているものの、2001 年時点

の森林被覆率は 23％となっている（注：全世界平均値は 30％）。森林周辺には、森林資源

に依存しつつ生活を営む貧困住民が居住しているが、こうした森林周辺住民の恣意的な森林

資源利用が、森林の荒廃を招いた原因の一つであるとの指摘がなされている。 

インド政府は、1990 年に共同森林管理（JFM：Joint Forest Management）を奨励する政府

通達を行い、第 9 次五カ年計画（1997～2002 年）で JFM を通じた住民参加による森林管理

の方針を打ち出し、2000 年に JFM ガイドラインを策定した。その後、第 10 次五ヵ年計画

（2002～2007 年）において、JFM により、森林保護と貧困層の生計向上を目指す方針を打

ち出し、第 11 次五カ年計画（2007～2012 年）においても、森林被覆率向上の手段として JFM

を位置付けている。 

この JFM を定着させるためには、森林周辺住民に対する適正な森林管理普及とともに、

住民と日常的に接する森林官、森林保護官等の現場職員が、JFM に基づく森林管理方法を

十分に習得する必要が生じる。しかし、JFM が導入される以前は、これら現場職員の主た

る業務は、森林資源を恣意的に利用してきたことから森林保護と対立するとされた森林周辺

住民を排して州政府が取り組む森林管理であり、森林周辺住民は取締りの対象と認識されて

きた。このため、森林官等の現場職員には JFM に係る知識や森林周辺住民に対する技術普

及経験が不足している。他方、JFM の実施に当り、貧しい生活により森林資源に依存せざ

るを得ない森林周辺住民の具体的ニーズの把握も、十分に行われていないケースが多いとさ

れる。 

多くの専門家は、JFM の実施状況には改善点が多数存在すると指摘している。その一つ

が、JFMの実施を担う Forest Range Officer (FRO)以下の州森林官・現場森林官を対象とした、

キャパシティ・ビルディングである。最近になるまで、州森林局の現場職員の実践的能力向

上が重視されてこなかった点が、大きな課題とされている。 

我が国は円借款事業により、1991 年以降、インド諸州において植林事業を支援してきて

おり、取締りを中心とする従来の森林管理から JFM へとインド政府が 1990 年に森林保護政

策を転換したことを鑑み、JFM 方式に基づく植林事業を支援している。本案件は、「森林管

理能力強化・人材育成事業」(円借款)の実効性の確保を目的とし、インド政府・環境森林省

(MOEF：Ministry of Environment and Forests)から日本政府に対し、連邦政府が実施する州政

府森林局森林官・現場森林官を対象とする研修実施に関連したキャパシティ・ビルディング

の要請が行われたものである。 
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2-2 事前調査の目的 

本事前調査の目的は、案件実施に当たっての枠組みの確認を行い、協力内容に関する

MOEF 及びカウンターパート機関との合意を形成することとした。具体的項目は、以下の

通りである。 
 
(1) 既往の研修制度を中心に、プロジェクト設計に参考となる情報を整理する。 
(2) 要請に基づいて関係者と協議を行い、具体的なプロジェクトの骨格(案)を決定する。 
(3) 決定されたプロジェクトの骨格(案)は、インド側代表者と合意文書(M/M)として署名

する。 
(4) これら協議の過程で、関係者(インド側)に申し入れる必要がある事項については、団

長から口頭で申し入れを行い、必要に応じて、合意文書に付す。 

 

2-3 事前調査日程 

 
 

2-4 事前調査団の構成 

(1) 団長  朝熊 由美子 (国際協力機構インド事務所 次長) 

(2) 森林経営  川島 裕 (林野庁 国有林野部 経営企画課 課長補佐) 

(3) 森林セクター分析 中田 博 (国際協力総合研修所 国際協力専門員) 

(4) 評価分析  夏田 照平 (株式会社三祐コンサルタンツ 海外事業本部 

                            技術第 1 部 課長) 

(5) 調査企画  本間 和実 (国際協力機構インド事務所 企画調査員) 

 

※ 上記団員に加え、現地調査及びインド側との協議に JBIC（当時）より以下のメンバー

が参加。 

三谷 絹子  ニューデリー駐在員事務所 案件監理専門家 

日付 曜日 行程 宿泊

移動(成田→デリー)

（※中田団員：移動　ビシケク→デリー）

2 6月16日 月 団内協議(JICA事務所)、関係機関報告(財務省経済局)、事前協議(環境森林省) デリー

3 6月17日 火 情報収集(地球科学省)、移動(デリー→ボパール) ボパール

4 6月18日 水 情報収集及び施設見学　(Indian Institute of Forest Management) ボパール

5 6月19日 木 移動(ボパール→ムンバイ経由→フブリ)、事前打ち合わせ(カルナタカ州森林局) フブリ

6 6月20日 金 JBIC円借款植林事業視察、カルナタカ州森林官研修施設の視察及び意見交換 フブリ

7 6月21日 土 意見交換（カルナタカ州森林局）、移動(フブリ→バンガロール経由→デリー) デリー

8 6月22日 日 資料整理 デリー

9 6月23日 月 移動(デリー→デラドゥン)、協議①(SFS College, Dehradun)、施設見学 デラドゥン

10 6月24日 火 協議②(Directorate of Forest Education)、施設見学及び現地の一般事情確認 デラドゥン

11 6月25日 水 資料収集及び施設見学(FRI University)、移動(デラドゥン→デリー) デリー

12 6月26日 木 関係機関報告(JBIC駐在員事務所)、調査団内協議、最終協議準備 デリー

13 6月27日 金 関係機関報告(在インド日本国大使館)、最終協議(環境森林省)、移動(デリー→) 機内

14 6月28日 土 移動(→成田)

調査行程

1 6月15日 日 デリー
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2-5 主要面談者(敬称略) 

1. 環境森林省及び関連機関 

(1) 環境森林省（Ministry of Environment and Forests） 

Ansar Ahmed  (Inspector General of Forests) 

Rajan Sehgar  (Assistant Inspector General of Forests, Research and Training) 

 

(2) 環境森林省森林教育局（Directorate of Forest Education） 

Ajay Kumar  (Director Forest Education) 

 

(3) 州森林官研修機関デラドゥン校（State Forest Service College, Dehradun） 

Savita  (Principal) 

 

(4) インド森林経営研究所（Indian Institute of Forest Management）  

Dillip K.Bandyopadhyay (Director)他関連研究員 

Ram Prasad   (元 Director/現職：Advisor to NMPB Certification Project) 

 

(5) カルナタカ州森林局（Karnataka Forest Department） 

B.Shivanagowda (Chief Conservator of Forest) 

N.R.Gangadharappa (State JFPM Coordinator) 

 

2. 地球科学省（Ministry of Earth Sciences） 

I.J.Mittal  (Senior PPS to Secretary, Master Trainer, Ministry of Earth Sciences) 

 

3. 財務省経済局 (Department of Economic Affairs, Ministry of Finance) 

Sreyasi Chaudhuri (Under Secretary (Japan)) 

 

4. 在インド日本国大使館 

福田 敬大  経済班 参事官 

坂田 尚史  一等書記官 

 

5. 国際協力銀行（当時） 

入柿 秀俊  ニューデリー駐在員事務所 首席駐在員 

 

2-6 協議内容概要 

2-6-1 プロジェクトの枠組 

(1) 本プロジェクトをコンポーネント I とコンポーネント II に区分し、前者を通じて既往

の州政府森林局職員研修の強化を図る一方、後者を通じて、円借款により実施予定の「マ

スター･トレーニング」を支援することで、MOEF と合意した（巻末別添資料中の R/D

に添付した PDM を参照)。 
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(2) コンポーネント I が対象とする中央レベルの在職研修は、SFSC が実施する TOT を含む

全ての在職研修コースとすることで、MOEF と合意した。 

 

(3) 「インド側投入」のプロジェクト実施地に関し、MOEF 管轄下にある国立森林官研修

機関の状況をより正確に反映するため、「The DFE and SFS Colleges」と表記することが

望ましい旨、インド側より提案があった。検討の結果、提案通り表記名を変更すること

で、インド側と合意した。 

 

2-6-2 プロジェクト実施体制 

プロジェクトの実施体制は、MOEF との協議の結果、以下の内容で合意した。 

 

(1) 合同委員会(JCC)議長は、Additional Director General (ADG)とする。 

 

(2) プロジェクト・コーディネーターは、Deputy Inspector General of Forest (Research & 

Training)とする。 

 

(3)  プロジェクト・マネジャーに関しては、以下の通りとする。 

コンポーネント I  ：Director of the Directorate of Forest Education 

コンポーネント II ：Assistant Inspector General of Forests (Research & Training) 

 

(4) 円借款事業の Steering Committee 及び Project Management Unit (PMU)については、JICA

専門家は、研修に関するアドバイザー(オブザーバー)として参加する。ただし、JICA

専門家は円借款事業に対する一切の責任を負わないこととする。 

 

2-6-3 その他合意事項 

(1) 案件名 

 申請書の案件名「Capacity Building of State Forest Schools/Institutions」を「Capacity 

Building of State Forest Training Institutions and SFS Colleges」とすることで、MOEF と合意

した。 

 

(2) 実施協議議事録署名について 

 本調査の結果を踏まえ、本プロジェクトの実施に係る合意事項を実施協議議事録

（R/D: Record of Discussions）に取り纏め、環境森林省と JICA との間で署名を交わした

（R/D は巻末別添資料を参照）。 

 

(3) JICA 専門家執務室の提供 

 調査団が、専門家の執務室を設けるよう、MOEF に要請したところ、JICA 専門家の着

任までに、デラドゥンの国立森林官研修機関敷地内に、専門家執務室を準備することに

同意した。 
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第3章 インド森林事情概要 

 
3-1 森林資源 

森林事情を理解するにあたり、一般に森林に関する諸指標を活用する場合が多い。インド

において、ひとつ留意が必要なこととして、一般に統計の信頼性が低いことが挙げられる。

ここでは、補正によりインド政府の統計よりは信頼性が比較的高いと思われる国際機関の最

新の森林資源調査 FRA2005 の数字などを基に解説する。 

国連食糧農業機関（FAO :Food and Agriculture Organization of the United Nation）が中心とな

り、5 年から 10 年のインターバルで実施している世界の森林資源調査（FRA:Forest Resource 

Assessment）も、補正はしているものの、基本的にインド連邦政府より提出された諸元を基

に作成されている。そのため、FRA2005 ですら、所掌官庁が明確になっていない国有林外

の森林に関する統計数字など、明らかに信頼性に欠けるものも多く含まれていることに留意

が必要である。 

この報告では、統計数字には深入りせず、大雑把な全体像の把握に止める。 

世界や地域との比較においては、世界平均及び南・東南アジア近隣諸国の森林率の平均約

３割を割り込んでいる。（表 3-1） 

 

表 3-1 Extent of forest and other wooded land 2005 

 

Country/area 

Land area 

Inland 

water 
Total area

Forest 

Other 

wooded 

land 

Other land 

Total 

with 

tree 

cover

1000 ha 

% 

of 

land 

area

1000 ha 1000 ha 
1000 

ha 
1000 ha 1000 ha 

Total Eastern and 

Southern Africa 
226,534 27.8 167,023 421,024 10,345 19,799 834,380

Total Northern 

Africa 
131,048 8.6 94,609 1,297,696 10,207 26,464 1,549,817

Total Western and 

Central Africa 
277,829 44.1 144,468 208,227 788 16,253 646,776

Total Africa 635,412 21.4 406,100 1,926,946 21,339 62,516 3,030,974

China 197,290 21.2 87,615 647,837 0 27,063 959,805

Democratic 

People's Republic 
6,187 51.4 - 5,854 - 13 12,054
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of Korea 

Japan 24,868 68.2 - 11,582 - 1,330 37,780

Mongolia 10,252 6.5 2,388 144,010 - 0 156,650

Republic of Korea 6,265 63.5 - 3,608 - 53 9,926

Total East Asia 244,862 21.3 90,003 812,891 0 28,459 1,176,215

Bangladesh 871 6.7 58 12,087 343 1,383 14,400

Bhutan 3,195 68.0 611 894 - 0 4,700

Brunei Darussalam 278 52.8 160 89 - 50 577

Cambodia 10,447 59.2 270 6,935 - 452 18,104

India 67,701 22.8 4,110 225,508 815 31,407 328,726

Indonesia 88,495 48.8 - 92,662 9,648 9,300 190,457

Lao People's 

Democratic 

Republic 

16,142 69.9 4,643 2,295 - 600 23,680

Malaysia 20,890 63.6 - 11,965 - 120 32,975

Maldives 1 3.0 0 29 - 0 30

Myanmar 32,222 49.0 10,834 22,699 - 1,903 67,658

Nepal 3,636 25.4 1,897 8,767 - 418 14,718

Pakistan 1,902 2.5 1,389 73,797 - 2,522 79,610

Philippines 7,162 24.0 3,611 19,044 - 183 30,000

Singapore 2 3.4 0 65 0 1 68

Sri Lanka 1,933 29.9 0 4,530 - 98 6,561

Thailand 14,520 28.4 - 36,569 - 223 51,312

Timor-Leste 798 53.7 - 689 - - 1,487

Viet Nam 12,931 39.7 2,259 17,359 - 620 33,169

Total South and 

South-east Asia 
283,127 33.4 29,842 535,983 10,806 49,280 898,232

Total Western and 

Central Asia 
43,588 4.0 71,446 976,294 1,145 11,366 1,102,694

Total Asia 571,577 18.5 191,291 2,325,168 11,951 89,105 3,177,141

Total Europe 1,001,394 44.3 100,925 1,157,788 8,044 37,611 2,297,719

Total Caribbean 5,974 26.1 1,310 15,622 339 576 23,482

Belize 1,653 72.5 115 512 - 16 2,296

Costa Rica 2,391 46.8 10 2,705 - 4 5,110

El Salvador 298 14.4 201 1,573 167 32 2,104

Guatemala 3,938 36.3 1,672 5,233 139 46 10,889

Honduras 4,648 41.5 710 5,831 - 20 11,209

Nicaragua 5,189 42.7 1,022 5,929 - 860 13,000
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Panama 4,294 57.7 1,288 1,861 143 109 7,552

Total Central 

America 
22,411 43.9 5,018 23,644 449 1,087 52,160

Canada 310,134 33.6 91,951 520,012 - 74,964 997,061

Greenland n.s. n.s. 8 41,037 - 0 41,045

Mexico 64,238 33.7 19,908 106,723 - 4,951 195,820

Saint Pierre and 

Miquelon 
3 13.0 - 20 - 1 24

United States of 

America 
303,089 33.1 - 612,807 32,899 47,013 962,909

Total North 

America 
677,464 32.7 111,866 1,280,599 32,899 126,929 2,196,859

Total North and 

Central America 
705,849 32.9 118,194 1,319,865 33,687 128,592 2,272,501

    

Total Oceania 206,254 24.3 429,908 212,948 145 7,303 856,414

    

Total South 

America 
831,540 47.7 129,410 782,282 613 40,538 1,783,770

Total World 3,952,025 30.3 1,375,829 7,724,998 75,779 365,666 13,418,518

 

FRA の開始された 1990 年以降のインド国内の森林資源動向を分析すると、森林面積は斬

増傾向にあるとされているが（表 3-2）、実態は明らかではない。また、近年植林が進展し

ていると言われている国有林外の実態が反映されていない可能性が高い。(表 3-3) 

また、一般に言われているように、統計上も木材の薪炭利用が産業用利用を上回っている。

（表 3-13） 
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表 3-2 Extent of forest and other wooded land 

FRA 2005 categories 
Area (1000 hectares) 

1990 2000 2005 

Forest 63,939 67,554 67,701 

Other wooded land 5,894 4,732 4,110 

Forest and other wooded land 69,833 72,286 71,811 

Other land 227,486 225,033 225,508 

...of which with tree cover 815 815 815 

Total land area 297,319 297,319 297,319 

Inland water bodies 31,407 31,407 31,407 

Total area of country 328,726 328,726 328,726 

 

 

 

 

 

表 3-3 Ownership of forest and other wooded land 

FRA 2005 

categories 

Area (1000 hectares) 

Forest Other wooded land 

1990 2000 1990 2000 

Private ownership 
1,25

6 
1,066 116 75 

Public ownership 
62,6

83 
66,488 5,778 4,656 

Other ownership 0 0 0 0 

Total 
63,9

39 
67,554 5,894 4,731 
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表 3-4 Designated functions of forest and other wooded land 

FRA 2005 categories/designated function

Area (1000 hectares) 

Primary function Total area with function 

1990 2000 2005 1990 2000 2005 

Forest       

Production 16,260 14,678 14,336 41,160 43,278 43,036

Protection of soil and water 10,000 10,000 10,000 63,939 67,554 67,701

Conservation of biodiversity 12,740 14,322 14,664 47,640 52,922 53,364

Social services - - - 63,939 67,554 67,701

Multiple purpose 24,939 28,554 28,701
not 

appl. 

not 

appl. 

not 

appl. 

No or unknown function - - - 
not 

appl. 

not 

appl. 

not 

appl. 

Total forest 63,939 67,554 67,701
not 

appl. 

not 

appl. 

not 

appl. 

Other wooded land       

Production 1,499 1,028 870 3,718 2,922 2,557

Protection of soil and water 922 700 607 5,894 4,732 4,110

Conservation of biodiversity 1,260 1,078 936 4,401 3,672 3,230

Social services - - - 5,894 4,732 4,110

Multiple purpose 2,213 1,926 1,697
not 

appl. 

not 

appl. 

not 

appl. 

No or unknown function - - - 
not 

appl. 

not 

appl. 

not 

appl. 

Total other wooded land 5,894 4,732 4,110
not 

appl. 

not 

appl. 

not 

appl. 
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表 3-5 Characteristics of forest and other wooded land 

FRA 2005 

categories 

Area (1000 hectares) 

Forest Other wooded land 

1990 2000 2005 1990 2000 2005 

Primary - - - - - - 

Modified natural 30,004 32,561 32,943 2,851 2,355 2,046 

Semi-natural 31,981 32,188 31,532 2,850 2,098 1,745 

Productive plantation 637 915 1,053 63 91 104 

Protective plantation 1,317 1,890 2,173 130 187 215 

Total 63,939 67,554 67,701 5,894 4,731 4,110 

 

 

 

表 3-6 Growing stock in forest and other wooded land 

FRA 2005 categories 

Volume (million cubic meters over bark) 

Forest Other wooded land 

1990 2000 2005 1990 2000 2005

Growing stock in forest and other wooded land 4,363 4,662 4,698 - - - 

Commercial growing stock 1,745 1,865 1,879 - - - 

 

 

 

表 3-7 Biomass stock in forest and other wooded land 

FRA 2005 categories 

Biomass (million metric tonnes oven-dry weight) 

Forest Other wooded land 

1990 2000 2005 1990 2000 2005 

Above-ground biomass 3,801 4,062 4,093 - - - 

Below-ground biomass 1,007 1,076 1,085 - - - 

Total living biomass 4,808 5,138 5,178 - - - 

Dead wood 529 565 570 - - - 

Total 5,337 5,703 5,748 - - - 
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表 3-8 Carbon stock in forest and other wooded land 

FRA 2005 categories 

Carbon (million metric tonnes) 

Forest Other wooded land 

1990 2000 2005 1990 2000 2005 

Carbon in above-ground biomass 1,720 1,838 1,852 - - - 

Carbon in below-ground biomass 456 487 491 - - - 

Carbon in living biomass 2,176 2,325 2,343 - - - 

Carbon in dead wood 239 256 258 - - - 

Carbon in litter 209 221 222 - - - 

Carbon in dead wood and litter 448 477 480 - - - 

Soil carbon 6,782 7,166 7,181 - - - 

Total 9,406 9,968 10,004 - - - 

 

 
表 3-9 Disturbances affecting forest and other wooded land 

FRA 2005 categories 

Average annual area affected (1000 hectares) 

Forest Other wooded land 

1990 2000 1990 2000 

Disturbance by fire 1,034 3,700 - - 

Disturbance by insects - 1,000 - - 

Disturbance by diseases - 8,400 - - 

Other disturbances - - - - 

 

 

表 3-10 Diversity of tree species 

FRA 2005 categories 

Number of 

species 

2000 

Native tree species - 

Critically endangered tree species 50 

Endangered tree species 98 

Vulnerable tree species 98 
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表 3-11 Composition of growing stock 

Rank Common name 
Scientific 

name 

Growing stock in Forests 

(million cubic meters) 

1990 2000 

1st Sal Shorea robusta 555 552 

2nd Teak Tectona grandis 297 307 

3rd Fir Abies pindrow 150 163 

4th Chir-Pine 
Pinus 

roxburghii 
97 103 

5th Blue-Pine 
Pinus 

wallichiana 
73 79 

6th Deodar Cedrus deodara 27 33 

7th Spruce Picea smithiana 12 15 

8th 
Khasi pine (Pinus 

khasia) 
Pinus khasia 6 7 

9th Khair Acacia catechu 2 3 

10th Salai 
Boswellia 

serrata 
4 4 

Remaining   3,139 3,396 

Total   4,363 4,662 

 

 

 

 

表 3-12 Removals of wood products 

FRA 2005 

categories 

Volume (1000 cubic meters over bark) 

Forest Other wooded land 

1990 2000 2005 1990 2000 2005 

Industrial roundwood 5,214 2,216 1,252 - - - 

Woodfuel 3,787 3,519 3,472 - - - 

Total 9,001 5,735 4,724 - - - 
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表 3-13 Value of wood removal 

FRA 2005 

categories 

Value (1000 USD) 

Forest Other wooded land 

1990 2000 2005 1990 2000 2005 

Industrial roundwood 310,625 287,444 208,644 - - - 

Woodfuel 17,432 11,037 8,023 - - - 

Total 328,057 298,481 216,667 - - - 

 

 

 

 

表 3-14 Removals of non-wood forest products 

FRA 2005 categories Unit 
NWFP removals 

1990 2000 2005 

Plant products/Raw materials     

Food Tonnes 36,500 52,870 61,060

Fodder Tonnes 102,190 45,780 45,780

Raw material for medicine and aromatic products Tonnes 26,530 62,700 62,700

Raw material for colourants and dyes Tonnes 20,270 4,930 4,930

Raw material for utensils, crafts & construction Tonnes 702,720 1,130,660 1,315,250

Ornamental plants Tonnes - - - 

Exudates Tonnes 118,990 3,380 3,380

Other plant products Tonnes 559,400 582,080 547,470

Animal products/Raw material     

Living animals Units - - - 

Hides, skins and trophies Units - - - 

Wild honey and beeswax Tonnes - - - 

Bush meat Tonnes - - - 

Raw material for medicine Tonnes - - - 

Raw material for colourants Tonnes - - - 

Other edible animal products Tonnes - - - 

Other non-edible animal products Tonnes - - - 
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表 3-15 Value of non-wood forest products removals 

FRA 2005 categories 
Value (1000 USD) 

1990 2000 2005 

Plant products/Raw materials    

Food 92 607 1,162 

Fodder 521 1,403 1,508 

Raw material for medicine and aromatic products 54 415 831 

Raw material for colourants and dyes 542 1,196 1,285 

Raw material for utensils, crafts & construction 34,519 34,534 42,392 

Ornamental plants - - - 

Exudates - - - 

Other plant products 115,765 112,091 131,954 

Animal products/Raw material    

Living animals - - - 

Hides, skins and trophies - - - 

Wild honey and beeswax - - - 

Bush meat - - - 

Raw material for medicine - - - 

Raw material for colourants - - - 

Other edible animal products - - - 

Other non-edible animal products - - - 

Total 151,493 150,246 179,132 

 

 

表 3-16 Employment in forestry 

FRA 2005 categories 
Employment(1000 person-years) 

1990 2000 

Primary production of goods 2,593 1,976 

Provision of services 2,872 2,879 

Unspecified forestry 

activities 
- - 

Total 5,465 4,855 

出典: FAO, Global Forest Resources Assessment 2005 
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なお、FAOSTAT などで確認できなかったものの、MOEF 関係者によると、2004 年度（4

月〜3 月会計年度）の木材輸入量は 600 百万立方メートルと言われている。これは同じ年の

インドネシア全体の天然林許容伐採量に匹敵する。数字の聞き取れた製紙業界の年間成長は

9％と言われ、今後インド経済がどう林産物の供給を実現するか、不明な状態である。将来

的には供給の半分を国内材で賄うとの内部試算もあるとのことであるが、その実現方法や前

提条件なども明らかにされていない。 

 

3-2 政策 

国際熱帯木材機関（ITTO:International Tropical Timber Organization）が 2006 年にまとめた

報告書（未定稿）などによると、 

 

① 独立直後、国土の三割程度を森林が占めていた。 

② 独立当初、森林は州政府の権限（State List）の下におかれていた。 

③ その後、1976 年にかけて、州政府の開発需要や歳入のために森林が他用途に転用さ

れた他、木材生産のための過伐が進み、現在のような二割強の森林率となった。 

④ 1976 年の第 42 次憲法改正時に、連邦政府の監督下での州政府による森林経営

（Concurrent List）に移行された。 

⑤ 森林法改正の折に、基本的に国有林を産業用木材の供給の場と位置づけない政策に

転換された。また、1996 年の最高裁判所は、北東州や標高 1,000 メートル以上の国

有林での原則禁伐や、国有林境界より５km 以内での製材施設建設禁止などを判決し

た。 

⑥ 第 11 次五カ年計画（2007 年度〜2011 年度）終了時点までに森林率を 5％上昇させる

ことを目標としており、最終的には 3 割の森林率を政策的に目指している。 

⑦ その実施手段として、旧来の森林局が直営で実施する森林経営方式だけではなく、

住民と協力しながら森林経営を推進する新たな枠組みとして Joint Forest 

Management（JFM）が位置づけられた。 

 

インドの制度では、森林とは国有林のことであり、国有林外の森林や植林木の経営（farm 

forestry）は基本的に所掌外となってきた。 

 

3-3 政府組織 

連邦政府の担当官庁は環境森林省（MOEF :Ministry of Environment and Forests）である。

各州に森林局（Forest Department という呼称が一般的）が存在する。一般的に、現在でも州

政府の権限が強く、実際の森林経営は州政府が実施している。 
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3-4 森林セクター官僚機構・人材 

特記すべきことは、高級官僚（Indian Service）同様、連邦政府及び州政府森林関係部局の

高級官僚（Indian Forest Service）は連邦政府による一括採用で、連邦環境森林省や各州森林

局の幹部として配置される数少ないセクターであることである。 

IFS の研修は、採用時の初任者研修及び、在職研修のいずれもインディラ・ガンディー国

立森林学院（IGNFA：Indira Gandhi National Forest Academy）が実施し、大変充実している

とされている。 

州森林局出先機関の中核を構成する州森林官（SFS：State Forest Service）は、大学卒業以

上とされ、その初任者研修は、DFE 傘下の SFSC で 2 年間実施されることが、MOEF のガ

イドラインに明記されている。在職研修は、ガイドラインによる規定がなく、基本的に州森

林局の責任と理解されている。一部、SFSC が MOEF より毎年予算の形で指示されるものが

実施される。 

その配下の FRO (Forest Range Officer)は、専門学校卒業程度で、採用時の初任者研修のみ

DFE 傘下の Eastern Forest Rangers College, Kurseong で実施される。在職研修は州森林局の責

任であるが、ほとんど実施されていない模様で、主に SFS により構成される District Forest 

Officer (DFO)と FRO 以下の現場森林官の知識、職務遂行能力、階級に分断があると言われ

ている。 
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図 3.1 州森林局の一般的な構成と階級 

Organisational Hierarchy (Lowest Rank to Highest Rank at State Level) 

 

Forest Watcher (hired at location)  

↓ 

Forest Guard (government employee looking after one beat)  

↓ 

Forester/ Block Officer/ Deputy Ranger (normally covering 5 or 6 beats)  

↓ 

Forest Range Officer (FRO)/ Ranger (covering 2 or 3 blocks) 

↓ 

[SFS/IFS] Assistant Divisional Forest Officer (ADFO)/ Assistant Conservator of Forests  

↓ 

[IFS] Divisional Forest Officer/ District Forest Officer (DFO)  

↓ 

[IFS] Conservator of Forests (CF) (looks after a circle) 

↓ 

[IFS]Chief Conservator of Forests (CCF at headquarters)  

↓ 

[IFS] Additional Chief Conservator of Forests (ACCF)  

↓ 

[IFS] Principal Chief Conservator of Forests (State-level)  

↓ 

[IFS] Principal Secretary (Forests)  

出典： JICA インド事務所資料 

 

現場森林官にあたる Forester、Forest Guard は、高校卒業程度の学歴で、採用以降、ほと

んど研修は実施されていない。そのため、現場森林官の能力強化の重要性に言及する関係者

も多い。 
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第4章 インド国の森林公務員研修制度に係る現状 

 

4-1 インドの国家体制1 

(1) 行政組織 

インドは連邦共和制国家であり、28 の州（State）と 6 つの連邦直轄領（UT：Union Territory）

および１つの首都圏 (National capital territory)から構成される。行政組織は、中央レベル、

州レベル、地方自治体レベルの三層構造からなる。州より下部の地方自治体には、都市部自

治体（Municipality）と農村部自治体（Panchayat）がある。 

 

(2) 中央と州の管轄事項 

中央と州の立法権は、インド憲法（the Constitution of India。以下「憲法」という）で、中

央専管事項（Union List）、州専管事項（State List）、中央と州の共管事項（Concurrent List）

が規定されている。森林に係る立法権は、憲法第 246 条 (246. Subject-matter of laws made by 

Parliament and by the Legislatures of States.) 及び第７附則（Seventh Schedule, List III- 

Concurrent List, 17A. Forests）により、中央政府と州政府の共管事項とされている。 

 

(3) 公務員制度 

インドの公務員は、大きく３つに分類される。中央政府に採用され、中央政府の機関に勤

務する中央公務職（Central Civil Service）、州政府に採用され、州政府の機関に勤務する州公

務職（State Civil Service）及び中央政府に採用され、国家公務員と地方公務員の両方の性格

を兼ね備える全インド公務職（All India Services。以下「AIS」という）である。 

AIS は、州を基本単位とする連邦国家であるインドが、国家の統一性を保つためのインド

全土にわたる基本的な部分の共通する基盤の一つであり、憲法第 312 条で規定されている。 

憲法では、AIS として、英国統治時代のインド高等文官（ICS：Indian Civil Service）の流

れをくむインド行政職（Indian Administrative Service。以下「IAS」という）とインド警察職

（Indian Police Service。以下「IPS」という。）が規定されている。 

AIS は、配属される州と中央政府の両方で基幹公務員（Cadre2）として行政を担当する。

一時的な派遣を除き、原則として配属州はキャリアを通じて変わらない。州政府の上級職

（Joint Secretary）以上は、通常、IAS でほぼ占められている。 

                                                  
1 本項は「インドの地方自治～日印自治体間交流のための基礎知識～」（財団法人自治体国際化協会。2007
年 12 月）及び「インドの公務員制度～インド行政職（IAS）を中心に～」財団法人自治体国際化協会（シ

ンガポール事務所）、2008 年４月を参考にした。 
2 Cadre については、「インド全土にわたる基本的な部分の共通する基盤」という位置づけの公務員という

意味で、本項では「基幹公務員」と訳した。 
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4-2 インドの森林管理行政 

(1) 行政組織 

① 中央政府レベル 

中央政府レベルでは、1984 年に MOEF が設立され、農業省（Ministry of Agriculture）

の下にあった森林に関する所掌を引き継いだ。 

MOEF は、森林保全、森林政策、調査・利用、外部支援プロジェクト、研究・訓練、

インド森林職（Indian Forest Service。以下「IFS」という）、森林保護、野生動物の８部

門と、虎プロジェクト、象プロジェクト、動物福祉の３理事会から構成される。 

また、MOEF は、ラクノウ（Lucknow）、ボパール（Bhopal）、バンガロール（Bangalore）、

シロン（Shillong）、ブバネシュワール（Bhubaneswar）、ランチ（Ranchi）、チャンディ

ガル（Chandigarh）に地方支分部局を置いている。これらの地方支分部局では、1988

年森林（保全）法（Forest (Conservation) Act,1988）及び 1986 年環境（保護）法（Environment 

(Protection) Act, 1986）の施行や、事業計画と中央政府出資事業のモニタリングを行っ

ている。 

 

② 州政府レベル 

州政府レベルでは、州森林局（State Forest Department。州により名称が異なる。例

えば、オリッサ（Orissa）州では Forest and Environment Department）が森林管理及び森

林関連法規の執行並びに森林政策の施行を行っている。この中には、林業プログラム

の実施と林産物の流通の規制が含まれる。 

近年、商業的植林や大規模な森林再生、木材加工やマーケティングなど、林業活動

の急速な拡大に州森林局が関与するようになっているが、これに対応するための研修

管理、意志決定、専用資源の体制が十分に整備されていないとされている。3 

 

③ MOEFと州森林局との関係 

MOEF は、州の森林管理のほとんど全ての分野に影響力を行使することが出来る。

これらの影響力は、政策措置、実行基準の見直し、投資基金の割当、外部資金プロジ

ェクトの促進、教育・訓練活動、法的手段、IFS の再配置と強化を通して行使される。
4 

 

(2) 森林職公務員 

インドにおける森林行政は、中央政府採用のインド森林職（IFS）と、州政府採用の州森

林官（SFS：State Forest Service 及び FRO）、現場森林官（Forester、Forest Guard）等により

担われている。5 

                                                  
3 NFAP, Status of Forest in India, 2.13.7 Forest Administration and Sectoral Institutions 
4 NFAP 
5 現在のインドの森林職公務員制度は、独立以前の英国統治下の制度が色濃く残っている。英国統治下の

森林局の組織は、帝国部門職（Imperial Service）、州部門職（Provincial Service）、執行・保安部門職

（Executive and Protective Service）の３つに区分され、帝国部門の役職は、保護官（Conservator）、副

保護官（Deputy Conservator）、保護官補佐（Assistant Conservator）で構成された。帝国部門の指導下

で実際の森林業務に従事する執行部門には、森林監視官（Ranger）が、その下の保安部門には、副森林監
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森林官と森林警備員は、現場における森林関連法規、規制、保全・開発の直接の担当者で

あり、州森林局の施策の執行は彼ら現場職員が担っている。 

インドの森林行政は、「部下は組織の長が発した指示を翻訳するだけ」と言われているよ

うに、厳格な階級制の下で運営されている。6 

このため、階級制が厳格に適用されているインドの行政組織では、州森林官・現場森林官

の上司である副森林保護官（Deputy Conservator of Forests。以下「DCF」という）や県森林

管理官（District Forest Officer。以下「DFO」という。）が現場職員の手本（Role Model）と

して果たす役割が大きいといわれている。7 

 

① インド森林職（IFS） 

IFS は、1966 年にインド政府により創設され、AIS として規定されている。また、IFS

の各州の基幹公務員（Cadre）ポストについては、1966 年インド森林職（基幹公務員）

規則 (the Indian Forest Service (Cadre) Rules, 1966) により規定されている。 

IFS の州政府におけるポストは、上級任務職（SDP：Senior Duty Posts)が指定されて

いる。上級任務職とは、首席森林保護官長（Principal Chief Conservator of Forests。以下

「PCCF」）、首席森林保護官長代理（Additional Principal Chief Conservator of Forests。以

下「APCCF」）、森林保護官長（Chief Conservator of Forests。以下「CCF」）、森林保護

官（Conservator of Forests。以下「CF」）、副森林保護官（DCF）である。 

これらの職位への昇任基準は MOEF のガイドラインで定められている。 

IFS は９年間の在職期間を経ると下級管理職（Junior Administrative Grade）に昇任す

る。CF 以上の職位への昇任は、MOEF の事務次官（Secretary）を長とする選抜委員会

（Screening Committee）の審査を経る。この審査対象者となるためには、CF は 14 年

間、CCF は 18 年間、APCCF は 25 年間、PCCF は 30 年間の在職期間を満たす必要があ

るとされている。8 

また、各州の IFS の役職毎の定員数は、1966 年インド森林職（基幹公務員定員）規

定（the Indian Forest Service (Fixation of Cadre Strength） Regulations, 1966) により定め

                                                                                                                                                  
視官（Deputy Ranger）、森林警備官（Forester）、森番（Forest Guard）が配置された。州部門は帝国部

門と保安・執行部門の中間におかれ、執行部門から優秀な人材が特別副保護官（Extra Deputy Conservator）、
特別保護官補佐（Extra Assistant Conservator）として登用された。（「イギリス帝国から見る環境史―イ

ンド支配と森林保護―」（水野祥子、岩波書店、2006 年））。本項では、現行のインド森林職公務員の職位

名の和訳に当たり、同書の訳語を参考にしたが、Forester は「森林官」、Forest Guard は「森林保護官」

とした。また、後述の Forest Watcher は「森番」とした。なお、前掲書では一般名詞の forester を「森林

管理官」と訳し、役職名の Forester と区別している。 
6 Manish Tiwary, “Participatory Forest Politics and Policies in India – Joint Forest Management Institutions in 
Jharkhand and West Bengal”p.64 
7 都市部以外の州の行政構造は、州 State（連邦直轄領 UT）－（地方 Division）－県 District－（郡

Sub-Division）－広域村 Block(Tehsil/Taluka/Mandal)－（合同村 Hobli）－村 Village となっている。一

方、州森林局の森林の管理単位は、支局森林区 forest circle－広域署森林区 forest division－森林区 forest 
range－広域担当区 section－担当区 beat という構造をとる。職位と役職の関係は、一般的に、PCCF が局

長、CF が支局長、DCF/DFO は広域署署長、FRO は署長となる。また、広域担当区は森林官が、担当区

は森林警備員が担当する。行政の区画と森林の区画は必ずしも一致させる必要はないとされているが、州

－局、県－支局、郡－広域署、広域村－署にほぼ対応すると考えられる。（参考：http://en.wikipedia.org/）。 
8 Indian Forest Service - promotion of various grades -Revised Guidelines regarding.18th Nov., 2002, 
MOEF 
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られている。 

IFS 全体の 66％は中央公務委員会（UPSC：the Union Public Service Commission）を

通じて採用される。残る 33％は SFS からの選抜により任用される。 

IFS の受験資格は、採用試験の実施される年の７月１日時点の年齢が 21 歳～30 歳で

あること、畜産・獣医学及び植物学、化学、地学、数学、物理学、統計学、動物学の

うちの最低一つ、若しくは、農学または林学または土木工学について、大学または大

学に相当する機関の学士資格を有することとなっている。9 

 

② 州政府採用の森林職公務員 

州政府が採用する森林職公務員は、州森林局において、IFS と制服組の中間に位置

する州森林職（SFS）と、制服組である森林監視官（FRO）、森林官（Forester）及び森

林警備員（Forest Guard）等に大きく分けられる。 

SFS と FRO は州政府の公務委員会（public service committee）が採用する。また、森

林官と森林警備員は州政府の職員選抜理事会（staff selection boards）又は州森林局が採

用する。 

州森林局の組織は、地域部門（Territorial）と施策部門（Functional）に分かれている。

現場職員である森林官、森林警備員も、SFS や FRO と同様に、地域部門だけでなく施

策部門にも配属される。 

 

（表 4-1） 州森林局の組織単位 

番号 州/UT 名 
組織単位数 

Circles Divisions Range Beats 

    T F Total T F Total T F Total T F Total

1 Andhra Pradesh 12 11 23 53 51 104 284 148 432 2734 322 3056

2 Arunachal Pradesh 5 1 6 26 10 36 100 23 123 142 7 149

3 Assam 7 9 16 42 28 70 121 65 186 NA NA NA 

4 Bihar 3 4 7 7 20 27 33 80 113 111 249 360

5 Chhatisgarh 6 2 8 32 17 49 197 82 279 3827 - 3827

6 Goa 1 - 1 2 7 9 11 27 38 142 - 142

7 Gujarat 14 10 24 44 31 75 140 15 155 1491 - 1491

8 Haryana 3 5 8 15 32 47 56 66 122 810 121 931

9 Himachal Pradesh. 11 11 22 43 21 64 189 22 211 2032 15 2047

10 J& Kashmir 9 5 14 35 52 87 118 121 239 1294 385 1679

11 Jharkhand 4 13 17 24 60 84 107 222 329 400 207 607

                                                  
9 インドの教育制度は、州毎に就学期間が異なるなど非常に複雑で多岐に亘るが、10 年（小学・中学・高

校）＋２年（上級高校）年制を基本としている。また、10 年生と 12 年生のときに全国共通試験があり、

上級学校への振り分けが行われる。各学校の教育期間も州により異なるが、概括すれば、８年間の初等教

育（小学校５年＋中学校３年）、４年間の中等教育（高等学校２年＋上級高等学校２年）、３～４年間の高

等教育（一般大学３年、医科・工科大学４年）となっている。（参考：インドチャネル「インドの教育シス

テム」http://www.indochannel.jp/society/education/01.html） 
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12 Karnataka 13 4 17 37 51 88 241 224 465 2232 391 2623

13 Kerala 8 7 15 34 37 71 103 35 138 336 6 342

14 Madhya Pradesh 22 3 25 81 39 120 702 - 702 9372 - 9372

15 Maharashtra 11 9 20 48 39 87 309 62 371 4610 588 5198

16 Manipur 1 1 2 9 7 16 44 35 79 64 - 64

17 Meghalaya* 1 3 4 3 16 19 15 41 56 - - - 

18 Mizoram** 1 2 3 11 6 17 62 6 68 - - - 

19 Nagaland 2 1 3 12 5 17 42 - 42 27 - 27

20 Orissa 12 1 13 69 11 80 446 - 446 3674 - 3674

21 Punjab 4 5 9 15 1 16 68 4 72 712 - 712

22 Rajasthan 13 7 20 55 17 72 334 36 370 825 90 915

23 Sikkim 1 8 9 4 22 26 20 41 61 256 100 356

24 Tamil Nadu 11 4 15 26 54 80 155 434 589 1315 - 1315

25 Tripura 3 3 6 11 5 16 43 27 70 208 70 278

26 Uttar Pradesh 16 11 27 77 5 82 379 16 395 2183 5 2188

27 Uttaranchal 9 3 12 38 10 48 245 39 284 1486 804 2290

28 West Bengal 13 8 21 42 16 58 405 67 472 884 - 884

29 A& Nicobar 2 3 5 7 10 17 24 31 55 155 172 327

30 Chandigarh - - - 1 - 1 2 - 2 16 - 16

31 D&N Haveli - - - 1 1 2 3 4 7 47 10 57

32 Daman & Diu - - - 1 - 1 2 - 2 8 - 8

33 Delhi - - - - 3 3 0 9 9 - - - 

34 Lakshyadweep - - - 1 - 1 - 5 5 - - - 

35 Pondicherry - - - - - - - - - - - - 

計 218 154 372 906 684 1590 5000 1987 6987 41393 3542 44935

Source: State Forest Department 

Note: F=Functional, T=Territorial(including wildlife) 

出典：Forests & Wildlife Statistics, India, 2004。なお、*、**については出典に注釈がない。 
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（表 4-2） 州森林局の総ポスト数 

番号  州/UT 名 

グループ別ポスト数 
計 

A B C D 

S P S P S P S P S P 

1 Andhra Pradesh 132 133 132 204 432 356 5286 4878 5982 5571

2 Arunachal Pradesh 62 62 197 157 1888 1809 558 553 2705 2581

3 Assam 121 108 311 249 4513 3461 6078 5788 11023 9606

4 Bihar 37 36 141 148 546 416 1308 1035 2032 1635

5 Chhatisgarh** 115 108 133 115         248 223

6 Goa 13 11 13 13 254 213 422 360 702 597

7 Gujarat 104 100 214 194 7644 7188 684 648 8646 8130

8 Haryana 69 67 81 68 3414 2698 786 721 4350 3554

9 Himachal Pradesh 4050 3699 326 222 1007 850 3405 3233 8788 8004

10 Jammu Kashmir* 128 111 282 280 4218 4377 2966 2966 7594 7734

11 Jharkhand 130 117 539 367 1671 1341 4227 2884 6567 4709

12 Karnataka 244 217 726 708 8159 6578 1338 1031 10467 8534

13 Kerala 60 60 168 165 4855 4425 1130 952 6213 5602

14 Madhya Pradesh** 194 194 1511 1511 23886 23886 2779 2779 28370 28370

15 Maharashtra 394 333 992 894 16054 13971 8885 8708 26325 23906

16 Manipur 58 46 85 78 1015 925 97 82 1255 1131

17 Meghalaya 27 26 34 34 183 183 473 473 717 716

18 Mizoram 70 62 121 115 965 879 218 193 1374 1249

19 Nagaland 60 54 94 73 168 168 188 188 510 483

20 Orissa 123 114 228 188 11291 9228 924 862 12566 10392

21 Punjab 34 32 43 42 1439 1243 355 291 1871 1608

22 Rajasthan 135 131 112 111 7594 7403 491 483 8332 8128

23 Sikkim 47 42 30 10 225 163 440 350 742 565

24 Tamil Nadu 125 123 2316 2283 1665 1505 4852 4655 8958 8566

25 Tripura 81 68 15 10 1701 1417 421 454 2218 1949

26 Uttar Pradesh 176 173 885 818 5840 4312 7156 6097 14057 11400

27 Uttaranchal 65 56 381 214 3309 2879 3884 2823 7639 5972

28 West Bengal 280 243 1044 925 1860 1730 7628 6475 10812 9373

29 Andaman Nicobar 33 29 140 107 1359 897 413 279 1945 1312

30 Chandigarh 1 1 2 2 40 40 7 7 50 50

31 D&N Haveli 2 2 4 3 179 160 8 7 193 172

32 Daman & Diu 2 2 - - - - 34 28 36 30

33 Delhi 5 6 4 3 63 45 900 850 972 904

34 Lakshyadweep 1 1 - - 10 9 7 7 18 17
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35 Pondicherry 1 1 1 1 12 12 62 62 76 76

計 7179 6568 11305 10312 117459 104767 68410 61201 204353 182849

Source: State Forest Departments 

*Field Staff 

**Position of vacancies not clear 

Note: S=Sunction, P=Position 

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004 

 

 

（表 4-3） 州森林局の現場職員ポスト数 

番号 州/UT 名 

職位別ポスト数 

森林監視官
副森林監視官 

野生生物監督官補佐
森林官 警備員 

  S P S P S P S P 

1 Andhra Pradesh 432 356 406 386 1824 1626 3056 2866 

2 Arunachal P 171 133 89 76 544 524 909 887 

3 Assam 376 318 211 173 1692 1297 3824 3660 

4 Bihar 113 109 - - 360 260 1027 798 

5 Chhatisgarh 487 484 425 498 1441 1245 5556 5068 

6 Goa 38 31 9 7 80 57 313 254 

7 Gujarat 530 480 - - 1822 1769 3872 3634 

8 Haryana 141 92 125 78 611 459 1717 1432 

9 Himachal Pradesh 314 249 797 721 - - 2687 2017 

10 Jammu Kashmir 201 186 50 65 1086 1263 3082 3049 

11 Jharkhand 383 229 - - 1056 726 3393 2050 

12 Karnataka 636 626 - - 2237 1904 4139 3231 

13 Kerala 194 188 132 115 831 783 2271 1984 

14 Madhya Pradesh 1192 1125 1257 1222 4184 3561 13997 12335 

15 Maharashtra 912 742 - - 2553 2018 8771 8221 

16 Manipur 82 77 106 103 129 121 593 519 

17 Meghalaya 81 78 14 14 203 203 446 446 

18 Mizoram 78 74 39 39 239 211 417 376 

19 Nagaland 52 42 41 30 245 240 366 366 

20 Orissa 658 525 62 40 2178 1693 5351 4534 

21 Punjab 65 54 35 44 201 187 778 660 

22 Rajasthan 337 332 159 142 1026 1013 3791 3694 

23 Sikkim 107 75 - - 150 88 440 350 

24 Tamil Nadu 589 589 - - 1321 1301 2154 1979 

25 Tripura 133 118 - - 407 371 766 603 
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26 Uttar Pradesh 710 613 564 523 2338 1878 3907 3350 

27 Uttaranchal 284 168 262 262 1710 1518 2290 1471 

28 West Bengal 580 400 1281 1206 - - 7063 5955 

29 Andaman & Nicobar 76 52 64 58 227 190 378 184 

30 Chandigarh 2 2 1 1 13 13 15 15 

31 D&N Haveli 7 6 3 3 20 19 110 95 

32 Daman & Diu 2 2 - - - - 34 28 

33 Delhi 11 8 17 14 - - 79 63 

34 Lakshyadweep - - - - - - - - 

35 Pondicherry - - - - - - - - 

計 9974 8563 6149 5820 30728 26538 87592 76174 

Source: State Forest Departments 

* Position of vacancies not clear 

Note: S=Sunction, P=Position 

出典：Forests & Wildlife Statisitics, India, 2004 

 

③ カルナタカ州政府森林局の事例10 

州森林局の体制は、州により多少の違いはあるが、本稿では、カルナタカ州森林局

（Karnataka Forest Department）を例として紹介する。 

 

a) 州森林局の体制 

州森林局の所掌は、地域、野生動物、社会林業、事業計画、研究、研修、監視の

7 部門から構成される。 

 

b) 各部門の概要 

（地域部門） 

地域部門は、PCCF を長として、13 の支局森林区（Forest Territorial Circles）と 37

の広域署森林区（Territorial Divisions）に分けられる。 

CF は、支局森林区（Forest Territorial Circles）における事業と支局森林区内の森林

の管理を担当する。社会林業部（Social Forestry Divisions）の技術管理並びに野生動

物部は Circle の管理下にある。DCF は、広域署森林区（Forest Division）の管理責任

者である。DCF の下には、広域署支署森林区（Sub-Division）の責任者である森林保

護官補佐（Assistant Conservator of Forests。以下「ACF」）及び森林区（Forest Range）

の責任者である森林監視官（FRO）がいる。署は、森林官（Section Forester）を責任

者とする広域担当区（Section）と森林警備員（Forest Beat Guard）を責任者とする担

当区（Beat）で構成される。広域署森林区（Forest Division）の境界は県（District）

や広域村（Taluk）などの行政上の区画とは独立して、森林の分布や密度により定め

られている。 

                                                  
10 カルナタカ州森林局公式ホームページ（http://www.karnatakaforest.gov.in/） 
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（野生動物部門） 

野生動物部門は州野生動物監督官長（Chief Wildlife Warden of the State）である

PCCF を長とし、国立公園と生息地保護区を管理する。 

 

（社会林業部門） 

森林局レベルの社会林業部門の責任者は CCF である。社会林業の広域署森林区

（Division）と森林区（Range）の区域は県（District）と広域村（Taluk）の境界で区

切られる。Social Forestry Division の責任者である DCF は県農村部自治体（Zilla 

Panchayat）の行政的な監督と森林局の技術的な監督の下で業務に従事する。社会林

業部門は非森林地帯における社会林業計画と円借款による外部支援プロジェクトの

実施を担当する。 

 

（事業計画、研究、研修、評価部門） 

事業計画、研究、研修、評価部門は PCCF（EWPRT）を長とする。PCCF は CCF

（Working Plan）と森林調査研修所（FORTI： Forest Research and Training Institute）

所長（CCF）により補佐される。 

事業計画部門の主要業務は、10 年を単位とする Forest Division 事業計画の準備並

びに森林区域の調査と確定である。事業計画部門は、シモガ（Shimoga）、ベルガウ

ム（Belgaum）、マイソール（Mysore）、ベラリ（Bellary）、チクマガルール（Chickmagalur）、

ダルワッド（Dharwad）の６つに分けられる。 

研修部門は、CCF 及び森林調査研修所長を長とする。研究部門にはバンガロール

（Bangalore）、ベラリ、マディケリ（Madikeri）、ダルワッドに４人の林業技術者を

配置している。林業技術者の業務は、森林管理、林木改良、樹冠管理、植林管理の

研究及び現場森林官への指導である。 

 

（監視部門） 

APCCF を長として、それぞれ DCF を責任者とする９つの監視部隊が州全土に配

置されている。 

（表 4-4） カルナタカ州森林局の組織体制 

 組織単位  部署等名  数 

 Circles 

 Territorial Circles 13 

 Research Circle 1 

 Training Circle 1 

 Divisions 

 Territorial Divisions 37 

 Social Forestry Divisions 27 

 Wildlife Divisions 10 

 Research Divisions 5 

 Vigilance Divisions 9 
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 Training Divisions 1 

 Working Plan Divisions 6 

 Sub Divisions 

 Territorial 80 

 Social Forestry 35 

 Wildlife 20 

 Ranges 

 Territorial 223 

 Social Forestry 162 

 Wildlife 56 

 Sections   1009 

 Beats   2819 

出典：カルナタカ州森林局公式ホームページ  

 

（表 4-5） カルナタカ州森林局の職位別のポスト数 

 職位名  ポスト数 

 Principal Chief Conservator of Forests 3 

 Addl. Principal Chief Conservator of Forests 3 

 Chief Conservator of Forests 5 

 Conservator of Forests 20 

 Deputy Conservator of Forests 112 

 Asst. Conservator of Forests 189 

 Range Forest Officers 758 

 Forester 2237 

 Forest Guard 4139 

出典：カルナタカ州森林局公式ホームページ。  

 

 

 

c) 現場職員の業務（事例） 

カルナタカ州では、2005 年から円借款によるカルナタカ州持続的森林管理・生物

多様性保全プロジェクト（KSFMBC： Karnataka Sustainable Forest Management and 

Bio-diversity Conservation Project）に取り組んでいる。 

2006 年から同プロジェクトに取り組んでいるアラヴァタギ（Aravatgi）村（人口

1,033 人）では、村落森林委員会（Village Forest Committee。以下「VFC」）が、州森

林局現場職員の積極的な参画の下で村落森林管理計画（Village Forest Management 

Plan。以下「Micro Plans」）を作成し、村内の荒廃森林面積 150 万 ha のうち、2006

年から 2008 年までの３年間で合計 125ha の植林を行っている。また、５つの自助グ

ループ（Self Help Group。以下「SHG」）が形成され、オリーブ油や石けんなどの生

活物資を村外から入手して村内で販売するなどの収入創出活動（Income Generation 

Activities。以下「IGA」）に取り組んでいる。 
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森林官、森林警備員は、VFC に対し、土壌や気候等を踏まえた荒廃地への植林樹

種の選択など、技術的なアドバイスを行っている。また、これらの自助グループが

収入創出活動として事業を始めるに当たり、求めに応じて事業の実現可能性等につ

いてアドバイスを行っている。 

同村を担当している森林官は、IGA や社会的技能（Social Skill）等について 21 日

間の在職研修を受講している。森林官の部下の森林警備員は在職研修を受講してお

らず、森林官の指示により業務に従事している。 

アラヴァタギ村を担当している森林官は、他に６箇所の VFC を担当している。森

林官の下には４人の森林警備員が配置され、その他に 12 名の森番（Forest Watcher）

が臨時的に雇用されている。 

森林官は現地語と英語の両方を話すが、森林警備員は現地語しか話せない。業務

上の指示は森林官に対しては英語、森林警備員に対しては現地語で行われる。在任

期間は、通常、森林官が２年間、森林警備員は３年間である。 

同村には、農村部自治体（Panchayat）はあるが、州政府機関は森林官事務所のみ

であり、村民からの聞き取りによると、森林官が「政府」を代表していると見なさ

れている。 

SHG を運営している村民を中心に、収入向上やビジネススキル向上のための訓練

を政府から無償で提供してもらいたいとの要望がある。州森林局では、グンガルガ

ティ森林研修所（Forest Training Institute, Gungargatti）において、植林や VFC、SHG

等に関する研修を実施している。2006 年度には１週間コースと 2 週間コースの研修

がそれぞれ実施されている。 
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4-3 中央政府による研修 

(1) 中央政府の研修実施機関 

MOEF は、中央政府並びに州政府の森林職公務員の研修を所掌しており、 

・ IFSの初任者研修、在職研修 

・ SFS及びFROの採用・訓練規定（Entrance and Training Rules）の作成並びにSFS及びFR

Oへの専門的初任者訓練の実施 

・ 州政府が実施するIFS、SFS、FROを対象とした短期在職研修、ワークショップ、セミ

ナーへの予算配賦11 

・ 環境森林省森林教育局(Directorate of Forest Education。以下「DFE」という。）及び州

森林訓練学校（DFE管轄下のクルセオン校。西ベンガル州所在）が実施する現場職員

（副森林監視官（Deputy Forest Range Officer）、森林官、森林警備員）に対する初任

者研修計画の作成 

を実施している。 

 

MOEF 傘下の研修関連機関としては、インディラ・ガンディー国立森林学院（Indira Gandhi 

National Forest Academy。所在地デラドゥン（Dehradun）。以下「IGNFA」という。）や DFE、

インド森林調査（Forest Survey of India。所在地デラドゥン。以下「FSI」という。）などの下

部組織の他、独立行政法人的機関として、インド林業研究・教育委員会（Indian Council of 

Forestry Research and Education。所在地デラドゥン。以下「ICFRE」という。）、インド森林

経営研究所（Indian Institute of Forest Management。所在地ボパール。以下「IIFM」という。）、

インド合板工業研究・訓練所（Indian Plywood Industries Research & Training Institute。所在地

バンガロール。以下「IPIRTI」という。）等がある。 

IFS の初任者研修は IGNFA において実施される。一方、SFS の初任者研修及び必要に応じ

て一部の在職研修は、DEF 傘下の国立森林官研修機関（State Forest Service College。以下

「SFSC」）で、また、FRO については中央政府と州政府の森林監視官大学校（Forest Ranger 

College。以下「FRC」）で実施される。 

独立行政法人である ICFRE や IIFM などの機関は、研究、民間セクターの支援やコンサル

タント業務等を主体としており、これらの機関が実施する専門分野に関する研修に IFS や州

森林局の職員が参加する場合もある。 

 

(2) 研修機関の講師 

IGNFA 及び DFE 傘下の研修機関の講師は選定委員会の推薦を受け、インド政府が選抜す

る。IGNFA 講師の選抜委員会は、IGNFA 学院長が委員長、IGNFA 副院長、教授（IGNFA 学

長により任命）、環境森林省森林教育局長（Director Forest Education）、MOEF 代表が委員と

なる。また、DFE 傘下の研修機関の講師については、IGNFA 学院長が委員長、森林教育局

長、DFE 傘下の研修機関のうちの校長一人、MOEF 代表が委員となる。 

講師の業績は毎年審査され、講師として適任でないと判断されると、もとの職務に戻され

る。講師の任期は、委員会の勧告に応じて７年間まで延長される。12 

                                                  
11 注：州政府が拠出し実施されるケースの方が多い模様。 
12 Selection of IFS officers as faculty in the forestry training institutions under the Government of 
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図 4-1） MOEF 組織図 

                                                                                                                                                  
India-reg.No.2-7/2007-RT 
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(3) 初任者研修 

① IFSに対する初任者研修 

IFS 候補生は、IGNFA に於ける林業及び関連科目の研修、ミスーリ（Missoorie）の

ラル・バドール・シャツリ国家行政学院（the Lal Bahadur Shastri National Academy）に

於ける基礎課程、配属州での１年間の基幹公務員（Cadre）の OJT を含む 4 年間の試

用期間を修了すると上級職（Senior Time Scale）に任命される。上級職に任命された職

員は、DFO または DCF の職位に就く13。 

 

（表 4-6）IFS 候補生の IGNFA 初任者研修修了者数の推移 

年 修了者数 年 修了者数 年 修了者数 

1968 to 1986 1231 1992 63 1998 31 

1987 155 1993 82 1999 22 

1988 107 1994 35 2000 25 

1989 47 1995 38 2001 22 

1990 61 1996 55 2002 27 

1991 62 1997 63 2003 22 

出典：Forests & Wildlife Statisitics, India, 2004 

 

② SFSに対する初任者研修 

SFS の初任者研修は、DFE の管理下で DFE 傘下の SFSC３校（アッサム（Assam）

州のブルニハット（Burnihat）校、タミル・ナドゥ（Tamil Nadu）州のコインバトール

（Coimbatore）校、ウッタルカンド（Uttarakhand）州のデラドゥン校）において実施さ

れる。各校の校長は、研修コースの構成と実施、会計管理など全般を担当する。 

 

（表 4-7） 州森林職大学校及び森林監視官大学校 （出典：DFE 資料） 

設置主体 種 類 校 名 所 在 設立年 

中央政府 
国立森林官研修機関

Burnihat 校 アッサム州 1976 年設立 
Coinbatore 校 タミル・ナドゥ州 1980 年設立 
Dehradun 校 ウッタルカンド州 1981 年設立 

森林監視官大学校 Kurseong 校 西ベンガル州 1974 年設立 

州政府 森林監視官大学校 

Angul 校 オリッサ州 1979 年設立 
Rajpipla 校 グジャラート州 1979 年設立 
Haldwani 校 ウッタルカンド州 1979 年設立 
Balaghat 校 マディヤ・プラデシュ州 1981 年設立 

Jalukbari 校 アッサム州 
1989 年設立 
2002 年閉鎖 

 

                                                  
13 DFO、DCF の職位は、広域署（forest division）の署長の役職に相当する。 
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初任者研修については、科目や講義の時間が MOEF のガイドラインで厳格に定めら

れている。SFSC はこのガイドラインを変更する権限は有しておらず、ガイドライン

に従って研修を実施する。SFSC は初任者研修のガイドラインのドラフトに対して、

意見を述べることはあるが、聞き取りによると、意見を述べる場合であっても、大幅

な内容変更ではなく、細部事項についての意見に留まる。 

各州政府から SFS 候補生として指名される研修生の要件は、採用元の州の公務委員

会（Public Service Commission）が定める年齢要件を満たすこと、以下の科目の内の少

なくとも一つについて科学又は工学の学士資格若しくは同等の資格を有すること（農

学、園芸学、化学、コンピュータアプリケーション／科学、工学（農業／科学／土木

／コンピュータ／電気／電子／機械）、環境科学、林学、地学、園芸、数学、物理学、

統計学、畜産学、動物学）とされている。また、身長、胸囲、運動能力、健康状態に

ついても基準が設けられている。 

採用試験は、州の公務員委員会が筆記試験と面接により行う。内定者の名簿は、森

林教育長に送付され、森林教育長が、各研修生が配置される SFSC の調整を行う。 

初任者研修の期間は２年間で、SFSC での１年４ヶ月の第１期間、採用元の州での

４ヶ月の現地研修、SFSC での 4 ヶ月の第２期間で構成される。14 

SFS 初任者研修の研修科目は、以下の通りである。また、この他に、研修旅行、現

場実習、武器や車両の取扱、救急処置についても訓練が行われる。 

 

第1学期 

1. 一般植物学／数学 

2. 現代的な機器・技術（リモートセンシング、PCアプリケーション、GIS） 

3. 造林I 

4. 造林II 

5. 森林資源分析 

6. 森林調査 

7. 森林政策・法律 

8. 林業工学 

9. 生態学・環境科学 

10. 森林保護（密猟、山火事、病害虫など） 

11. 森林利用I 

12. 森林利用II 

13. 森林資源管理 

14. 天然資源管理 

15. 環境経済学 

                                                  
14 The Entrance and Training Rules (Revised）, 2004 for the State Forest Service Officers Notification 
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第2学期 

1. 生物多様性の保全と管理 

2. JFM、地域・部族開発 

3. 人材開発・管理 

4. 森林会計手続き 

 

（表 4-8）SFSC 別の SFS 初任者研修終了者数の推移 

年 ブルニハット校 コインバトール校 デラドゥン校 計 

1978-80 40 - - 40

1979-81 43 - - 43

1980-82 43 51 - 94

1981-83 38 38 71 147

1982-84 26 47 65 138

1983-85 24 47 52 123

1984-86 38 53 72 163

1985-87 46 45 64 155

1986-88 38 65 57 160

1987-89 26 36 30 92

1988-90 28 36 59 123

1989-91 - 17 53 70

1990-92 11 46 37 94

1991-93 3 26 13 42

1992-94 - 20 17 37

1993-95 - 13 27 40

1994-96 - 30 20 50

1995-97 - 18 12 30

1996-98 - 20 - 20

1997-99 - - 17 17

1998-00 - 3 - 3

1999-01 - - 16 16

2001-03 - 5* - 5

2000-02 26* 27* 12 65

2002-04 8*# 9*# 15 33

2003-05 22*# 28*# - 50

Total 460 680 709 1849

     

Two Years Rangers Courses.  # On-going courses Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004’   

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004 
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③ FROに対する初任者研修 

FRO の初任者研修は、DFE の管理下で、インド政府の FRC（クルセオン（Kurseong）

森林監視官大学校。ウェスト・ベンガル州。）又は州の FRC４校（オリッサ州のアン

グル（Angul）校、グジャラート州のラジピプラ（Rajpipla）校、マディヤ・プラデシ

ュ州のバランガット（Balaghat）校、ウッタルカンド州のハルドワニ（Haldwani）校）

において実施される。各校の校長は、研修コースの構成と実施、会計管理など全般を

担当する。研修内容全般は、MOEF の監督下にある。 

各州政府から FRO 候補生として指名される研修生の学歴要件他の要件並びに採用

試験及び研修所への配置は、SFS と同じである。 

初任者研修の期間は１年６ヶ月で、その間に 30 日間の休暇が置かれる。15 

FRO 初任者研修の研修科目は、以下の通りである。また、この他に、研修旅行、現

場実習、武器や車両の取扱、救急処置も訓練が行われる。 

 

第1学期 

1. 一般植物学／数学 

2. 現代的な機器・技術（リモートセンシング、PCアプリケーション、GIS） 

3. 造林Ⅰ 

4. 造林Ⅱ 

5. 森林資源分析 

6. 森林調査 

7. 林業工学 

8. 森林保護（密猟、山火事、病害虫など） 

9. 森林利用Ⅰ 

 

第2学期 

1. 森林政策・法律 

2. 生態学・環境科学 

3. 森林利用Ⅱ 

4. 森林資源管理 

5. 天然資源管理 

6. 森林経済 

7. 生物多様性の保全と管理 

8. JFM、地域・部族開発 

9. 人材開発・管理 

10. 森林会計手続き 

                                                  
15 The Entrance and Training Rules (Revised）, 2004 for Forest Range Officers Notification 
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（表 4-9）FRC 別の森林監視官初任者研修終了者数の推移 

年 

Northern 

Forest  

Rangers 

College,  

Dehradu

n 

Southern 

Forest  

Rangers 

College,  

Coimbatore 

Central 

Forest  

Rangers 

College,  

Chandrapur 

Forest 

Rangers 

College, 

Balaghat

Eastern F  

Rangers 

College,  

Kurseong 

計 

1978-80 160 171 152 - 75 558

1979-81 92 152 124 66 100 534

1980-82 51 149 141 - 98 439

1981-83 38 127 126 50 78 419

1982-84 34 127 111 39 89 400

1983-85 - 84 101 32 74 291

1984-86 - 67 58 46 79 250

1985-87 - 42 45 40 72 199

1986-88 - - 66 41 71 178

1987-89 - - 73 40 82 195

1988-90 - - 102 60 73 235

1989-91 - - - 49 69 118

1990-92 - - - 61 - 61

1991-93 - - - 48 19 67

1992-94 - - - 38 43 81

1993-95 - - - 45 14 59

1994-96 - - - 26 40 66

1995-97 - - - 19 8 27

1996-98 - - - 14 - 14

1997-99 - - - 47 - 47

1998-2000 - - - 12 - 12

1999-01 - - - - - - 

2000-01 - - - - 28 28

2001-02 - - - - 11 11

2002-03 - - - - - - 

2003-04 - - - - 30# 30

Total 375 919 1099 773 1153 4319

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004 
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(4) 在職研修 

① IFSに対する在職研修 

IFS の在職研修には、10 年次、17 年次、21 年次の IFS を対象に IGNFA が開設する

上級森林経営コース（Advanced Forest Management Course）の他、１週間又は２週間の

短期研修が用意されている。 

短期研修のテーマは、天然資源管理、人材開発、会計管理、環境影響評価、JFM、

野生生物管理、政策・法律問題、GIS など幅広い分野に亘る。2008 年度は 42 コース、

2007 年度は 45 コース、2006 年度は 45 コースが開設されている。また、研修は、IGNFA

のほか、それぞれの研修テーマに応じた研究機関などにおいて実施される。 

研修コースの評価は、受講生からのフィードバックに基づき研修コースの評価を行

い、その結果はコースの開催や研修テーマの見直しに反映される仕組みになっている。

また、同じ研修を再び受講することを防ぐため、受講者データベースの整備が進めら

れている。 

 

（表 4-10） インディラ・ガンジー国家森林学院における IFS 在職研修 

上級森林経営（AFM）コース  

年 コース数 研修生数    

2000-2001 9 187    

2001-2002 10 257    

2002-2003 11 262    

2003-2004 10 282    

Source: IGNFA Dehradun 

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004. 

 

技能向上コース 

年 コース数 研修生数 年 コース数 研修生数 

1996-1997 1 25 2000-2001 2 55 

1997-1998 2 48 2001-2002 2 43 

1998-1999 5 126 2002-2003 2 24 

1999-2000 3 81 2003-2004 1 13 

Source: IGNFA Dehradun 

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004. 
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在職補習コース 

年 コース数 研修生数 年 コース数 研修生数 

1996-1997 2 46 2000-2001 3 42 

1997-1998 3 50 2001-2002 3 36 

1998-1999 5 88 2002-2003 1 19 

1999-2000 5 87 2003-2004 1 21 

Source: IGNFA Dehradun 

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004. 

 

 

② SFS、FROに対する在職研修 

SFS に対する在職研修は、原則州政府の責任とされている。一部、連邦政府機関で

ある MOEF-DFE が管轄する SFSC３校が実施している。FRO 在職研修についても、原

則州政府の責任とされているが、SFSC でも、一部、FRO に対する在職研修を実施し

ている。 

SFS に対する在職研修は、それぞれ２週間のテーマ別研修（Two Weeks Theme Based 

Courses）、総合補習研修（Two Weeks General Refresher Course）及び林業関連コンピュ

ータアプリケーションコース（Two Weeks Course on Computer Applications in Forestry）

に大きく分類される。SFSC デラドゥン校では、在職者短期研修、テーマ別ワークシ

ョップ、指導員研修（Training of Trainers.以下「TOT」という）ワークショップの他に、

独自に外部機関からの要請による研修（Sponsored Training Courses）を開始している。

この研修は、職員への研修を希望する外部機関が費用を負担し、SFSC が研修を実施

する。 

SFSC３校間の研修生の割り振りは、SFSC 毎に担当する州が固定化されているので

はなく、DFE が各校の研修生の定員等に応じて調整する。 

在職研修の内容については、2004 年の研修ガイドラインに詳細な規定はなく、聞き

取りによれば、具体的な研修内容は DFE と調整を図り、各 SFSC の校長や研修担当者

が作成する。SFSC の作成した研修内容は、ほぼ DFE で認められる。在職研修のコー

ス数は予算により左右される。予算が増額されれば、コース数の増加も可能である。 

SFSC の校内表示は英語とヒンディ語だが、講義は英語で実施している。 

州政府の研修機関の講師を対象とした TOT を除き、在職研修が州森林局における研

修生のポストや担当業務に直接的に反映される仕組みにはなっていない。 
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（表 4-11）SFS 在職研修 

テーマ別研修参加者数の推移 

年 
SFSC 

ブルニハット校 

SFSC 

コインバトール校 

SFSC 

デラドゥン校 
計 

1998-99 - - 22 22 

1999-00 - - 23 23 

2000-01 - - 35 35 

2001-02 - 22 46 68 

2002-03 8 13 46 67 

2003-04 4 17 17 38 

2004-05 - - 8 8 

計 12 52 197 261 

注：2004-2005 年は 2004 年 8 月現在の数値。 

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004 

     

総合補習研修参加者数の推移 

年 
SFSC 

ブルニハット校 

SFSC 

コインバトール校 

SFSC 

デラドゥン校 
計 

1992-93 10 49 35 94 

1993-94 26 72 56 154 

1994-95 66 77 41 184 

1995-96 51 47 37 135 

1996-97 48 61 57 166 

1997-98 26 8 52 86 

1998-99 17 - 46 63 

99-2000 40 45 36 121 

2000-01 22 52 27 101 

2001-02 8 5 10 23 

2002-03 30 23 - 53 

2003-04 21 7 6 34 

2004-05 1 9 5 15 

Total 366 455 408 1229 

注：2004-2005 年は 2004 年 8 月現在の数値。 

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004 
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林業関連コンピュータアプリケーションコース参加者数の推移 

年 
SFSC 

ブルニハット校 

SFSC 

コインバトール校 

SFSC 

デラドゥン校 
計 

1994-95 - 21 17 38 

1995-96 - 33 37 70 

1996-97 - 36 36 72 

1997-98 - 8 36 44 

1998-99 - 33 37 70 

99-2000 - 29 60 89 

2000-01 - 32 55 87 

2001-02 - 22 60 82 

2002-03 - 27 63 90 

2003-04 - 35 33 68 

2004-05 2 7 5 14 

計 2 283 439 724 

注：2004-2005 年は 2004 年８月現在の数値。 

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004 

 

 

 

（表 4-12） 森林監視官在職研修補習コース参加者数の推移 

年 FRC 名 計 

1999-2000 FRC クルセオン校 33

2000-2001 FRC クルセオン校 25

2001-2002 FRC クルセオン校 9

2002-2003 FRC クルセオン校 10

2003-2004 FRC クルセオン校 32

2004-2005 FRC クルセオン校 -

計  109

注：2004-2005 年は 2004 年８月現在の数値。 

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004 
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（表 4-13）副森林監視官、森林官、森林警備官在職研修補習コース参加者数の推移 

年 
SFSC 

ブルニハット校 

SFSC 

コインバトール校 

SFSC 

デラドゥン校 

FRC, 

クルセオン校 
計 

2003-2004 - 44 - 6 50

2004-2005 8 - 17 18 43

Total 8 44 17 24 93

注：2004-2005 年は 2004 年８月現在の数値。 

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004 

 

 

（表 4-14） 森林監視官在職研修テーマ別研修参加者数 

年 
SFSC 

ブルニハット校 

SFSC 

コインバトール校 

SFSC 

デラドゥン校 
計 

2004-2005 - - 10 10

注：2004-2005 年は 2004 年８月現在の数値。 

出典：Forests & Wildlife Statistics, INDIA, 2004 

 

4-4 州政府による研修 

4-4-1 森林官及び森林警備員の研修ガイドライン 

森林官の採用に当たっての学歴要件は、中学校卒から上級高校卒までと州により異なる。

初任者研修の期間も、６ヶ月から１年間、科目数も 10～18 と州により異なる。 

森林警備員の採用に当たっての学歴要件は小学校卒～高校卒、研修期間は３～11 ヶ月、

科目数は３～10 となっている。 

MOEF による森林官及び森林警備員の研修ガイドラインの概要は以下の通り。 

 

1. 採用試験100％と研修成績50％の割合で年功に反映 

2. 就任と同時に研修を開始。研修未了者の就任禁止 

3. 研修期間は６ヶ月 

4. 採用時の学歴要件は、森林官は科学分野での12年次（上級高等教育卒業時）全国共通

試験合格であること。森林警備員は、10年次（中等教育卒業時）全国共通試験合格又

は同等 

5. 研修言語は州の公用語又は英語 

6. 研修コース 

6-1 採用後、直ちに初任者研修を実施する。 

6-2 研修には実技、現場実習、現地視察を取り入れる。 

6-3 ３～５年ごとに在職研修コースを実施する。 

6-4 州研修所の講師はTOT研修を受講するとともに、昇任に関連する研修を今後計画

する。 
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6-5 ５年毎に現行の研修課程を再検討し、更新する。再検討委員会の活動は４年目か

ら開始する。 

 

7. 研修施設 

研修施設は、キャンパス、建物、講師、車両、機材、実験室、図書室、職員、優遇

措置の面で不十分な面がある。このため 

7-1 経済面及び資源の有効活用の観点から、各州は１～２の設備の充実した研修施設

を整備する。 

7-2 森林官と森林警備員は同じ施設を用いて研修を行う。 

7-3 １クラスの年間研修定員数は年間40人以下とする。 

7-4 研修所の新設に当たってはDFEと調整する。 

7-5 研修所は適切な場所に立地する。（別添IV、V） 

 

8. 講師の選別、開発、優遇措置 

8-1 講師は９年間の在職経験（現場経験が望ましい）を有すること。TOT研修終了者

が優先される。 

8-2 講師の選定には、研修を担当するPCCF、CCF、CF並びに研修所の所長が共同して

当たる。 

8-3 講師として選定された者がTOT研修を未受講の場合、直ちに受講させる。 

 

9. 優遇措置 

IGNFA や SFSC の場合と同様、州の研修所の校長、所長を含む全ての講師は訓練手

当として基本給の 15％が支給される。講師には、家賃無料の政府の住居が提供される。 

また、同ガイドラインに定める森林官及び森林警備員に対する在職研修の科目は以

下の通りである。 

 

（森林官の在職研修：研修期間６ヶ月） 

1. 造林 

2. 森林利用 

3. 森林保護と法律 

4. 林業工学 

5. 調査 

6. 森林植物学 

7. 会計処理 

8. 測定 

9. 野生動物管理 

10. 共同体林業と地域開発 

11. 土壌保全と土地管理 

12. 救急処置 
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（森林警備員の在職研修：研修期間６ヶ月） 

1. 造林Ⅰ 

2. 森林保護と法律 

3. 造林Ⅱ 

4. 調査及び土木 

5. 森林利用 

6. 野生動物保全 

7. 会計処理 

8. 共同体林業と地域開発 

9. 環境保全 

 

 

4-4-2 カルナタカ州森林局の事例 

現地調査を行ったカルナタカ州森林局における研修の概要は以下の通りである。 

カルナタカ州森林局には、現在、グンガルガティ森林訓練学校系列の３施設とカドゥゴデ

ィ森林技術・管理訓練学校系列の３施設、合計６つの研修施設がある。 
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（表 4-15） カルナタカ州の森林訓練学校／訓練所 

名称 設立年 研修定員 校長/所長 対象 

グンガルガティ森林訓練学校 

(FTI; Forest Training Institute, 

Gungargatti) 

1996 年 160～200 人 DCF 

警備員, 森林官, 

RFO's, ACF's, 

DCF's, CF's, 

CCF's, VFC 

Members and 

Persons 

participating in 

JFPM 

 タティハラ森林訓練所 

(FTC; Forest Training Centre, 

Tattihalla) 

1970 年 150～175 人 ACF 

JFPM, 森林官 & 

森林警備員 初

任者研修 
 

 ビダル森林警備員訓練所 

（FGTC; Forest Guard 

Training Centre, Bidar) 

1960 年 30～40 人 ACF 
森林警備員 

初任者研修  

カドゥゴディ森林技術・管理訓

練学校 

(FTATI; Forest Technical and 

Administrative Training Institute, 

Kadugodi) 

1985 年 

（1995

年） 

160～200 人

DCF(06-) 

FPM, Workshops, 

Seminars and 

Refresher courses 

to KFD (i.e. 

ACF's, RFO's, 森

林官, 森林警備

員, Motivators, 

Ministerial staff, 

NGO's) 

ACF(-06) 

 
クシャルナガル森林警備員

訓練校 

（FGTS; Forest Guard 

Training School, Kushalnagar) 

1973 年 150～175 人 ACF 
森林警備員 

初任者研修 
 

 イラワル森林警備員訓練所 

（FGTC; Forest Guard 

Training Centre, Ilawal) 

2007-08

年 
30～40 人 ACF   

 

注：カドゥゴディ森林技術・管理訓練学校は、1986 年に世銀プロジェクトの一環として、バンガロール支

局の社会林業地域訓練所として設立。1995 年に現在の名称に改称されるとともに、校長のランクををＡＣ

ＦからＤＣＦへ引き上げた。 

出典：カルナタカ州資料（"Brief Note on F.T.I. Gungargatti, Dharwad (2008)", "A Brief Note of Forest Training 

Centre, Tattihalla. ", "A Brief Note on Office of the Deputy Conservator of Forests Forest Technical and 

Administrative Training Institute"）より作成。 
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カルナタカ州における初任者研修は、森林官が６ヶ月、森林警備員が９ヶ月、森番が３ヶ

月である。 

初任者研修の受講は義務付けられているが、在職研修の受講は任意である。また、在職研

修の受講と受講後のポストは直接の関係はない。在職研修中の研修生の業務は、研修期間が

短期間であれば上司又は同僚の兼任により対応するが、長期に亘る場合は代理を任命する。 

定員数に対する実員数の充足率は、森林官が 85％、森林警備員が 78％と低く、研修によ

る兼任の発生が業務の支障になることがある。 

研修教材は、MOEF から示されるガイドラインに沿って、州の自然環境等の実情に合わせ

て、英語及び現地語の教材を州で作成している。フィードバックによる講義内容の変更は、

MOEF の定めるシラバスの範囲であれば州の判断で可能。MOEF のシラバスの範囲を超える

変更については、MOEF の許可が必要である。 

2008 年度における初任者研修の研修生の数は、森林官 60 人、森林警備員 90 人、合計 150

人となっている。カルナタカ州の森林官の実員は 1,904 人であり、1 年間の受講者数は実員

の約３％に相当する。また、森林警備員の実員は 3,231 人であり、1 年間の受講者数は実員

の約３％に相当する。 

 

（表 4-16） カルナタカ州の森林官、森林警備員の年間初任者研修 

  

 年間初任者研修 

受講者数 

（2008-2009 年） 

定員数 実員数 現場組織数 

森林官           60 人  2,237 人  1,904 人   1,009 Sections 

森林警備員           90 人  4,139 人  3,231 人   2,819 Beats 

資料：Forests & Wildlife Statistics, India,2004、カルナタカ州森林局公式ホームページ、カルナタカ州資料

（"Brief Note on F.T.I. Gungargatti, Dharwad (2008)", "A Brief Note on Office of the Deputy Conservator of 

Forests Forest Technical and Administrative Training Institute"） 

 

 

カルナタカ州は、2005 年から円借款によるカルナタカ州持続的森林管理・生物多様性保

全プロジェクト（KSFMBC; Karnataka Sustainable Forest Management and Bio-diversity 

Conservation Project）に取り組んでいる。KSFMBC では、現場職員である森林官や森林警備

員の他、FRO、CF、DCF、ACF などの州森林局職員、村落森林委員会（VFC）の役員や NGO

を対象にした研修を実施している。 

また、DFE のプロジェクトとして、森林官、森林警備員計 75 人に対する在職研修が実施

された。 
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（表 4-17） カルナタカ州研修実績（2007～2008 年） 

グンガルガティ森林訓練学校研修実績 (人） 

研修機関 研修名 募集 実績 備考 

グンガルガティ

森林訓練学校 

KSFMB

C 

  2993 2594   

森林官、森林警備員訓練 150 142 6 回 

VFC 代表・役員訓練(前年度分） 831 345   

VFC 代表・役員訓練(当年度分） 655 621   

RFO 訓練 30 20 5 回 

サポートスタッフ訓練(コンピ

ュータ） 
  38   

サポートスタッフ訓練(会計）   49   

サポートスタッフ訓練(人材開

発） 
  45   

ワークショップ   42   

CF/DCF/ACF 訓練 30 10   

OJT 72 61   

NGO 訓練 25 21   

現場実習 1200 1200   

DFE 

Project 

  80 75   

森林官、森林警備員 

補習訓練 
80 75   

タティハラ 

森林訓練所 

KSFMB

C 

  590 242   

森林官、森林警備員訓練 150 92 6 回 

VFC 代表・役員訓練 440 150   

在職者

研修 

  71 52   

森番 71 52   

ビダル森林警備

員訓練所 

KSFMB

C 

  245 245   

VFC 代表・役員訓練 245 245   

出典：カルナタカ州資料（"Brief Note on F.T.I. Gungargatti, Dharwad (2008)"より作成。 

  



47 
 

カドゥゴディ森林技術・管理訓練学校研修実績 (人）

研修機関 研修名 募集 実績 備考 

カドゥゴディ森

林技術・管理訓

練学校 

KSFMBC 

    958   

VFC 代表・役員訓練   592   

サポートスタッフ訓練(コン

ピュータ） 
  55   

サポートスタッフ訓練(会計）   33   

サポートスタッフ訓練(人材

開発） 
  49   

RFO 訓練   18   

CF/DCF/ACF 訓練   36   

ワークショップ   85   

NGO 訓練   55   

研究職員補習訓練   35   

クシャルナガル

森林警備員訓練

校 

KSFMBC     0   

イラワル森林警

備員訓練所 
KSFMBC     0   

出典：カルナタカ州資料（"Brief Note on Office of the Deputy Conservator of Forests Forest Technical 

and Administrative Training Institute"より作成。 

 

4-5 森林局職員研修の現状と課題 

4-5-1 森林局職員研修の課題 

国家森林行動計画（NFAP：the National Forestry Action Programme。2002 年）では、森林

局職員研修の弱点を以下の通り指摘している。 

 

・ 全ての森林教育訓練機関が政府によって運営・管理されている 

・ 州森林局の森林官や森林警備員といった現場職員は、業務の多くの分野について訓練

を受けておらず、業務を通じて自ら学ばなければならない（州により現状は様々であ

る）。例えばマハラシュトラ州では、森林警備員の65％は訓練を受けていない 

・ 多くの森林作業員は、機器や技術に接する機会が無く訓練を受けておらず、未熟練な

ままの状態にある 

・ 例えば木材加工工場の監督運営技能のための施設など、特定部門のための研修施設が

存在しない 

・ 一部の州森林局職員にとって、在職研修機関が家から遠隔地にあったり研修期間が長

すぎたりするため、能力向上や在職訓練に対する関心が低い 

・ 州森林局、政府の研修施設、他分野の研究機関、州農業大学、民間事業者との間で、

互いに訓練の需要や求人需要などについて連携がとられていない 

・ 官僚主義の弊害が関係機関の機能に影響している 
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・ 専門プログラムを指導する有資格の専門家が不足していること及び政策的な支援が不

十分であることから、学位取得者を対象としたプログラムの実施が困難 

・ ほとんどの州において様々なレベルの採用者の整合性が取られていない。例えば、マ

ハラシュトラ州では、1988年からSFSを採用していない。その結果、ほとんどの州森林

局は高齢の中級レベルの森林職公務員で占められ、活発さや率先性にかける。これは

研修機関による訓練に支障を生じさせる。SFSCの３校の内、1993年から経常的な訓練

を行っているのは２校のみである。新規採用者の欠如のため。1995年以降の研修生の

数は、20人未満。1998年は僅か4人。また、６校あるFRC（Forest Ranger College）の

内、４校のみがキャパシティの半分未満で訓練を実施している。 

 

4-5-2 SFSC デラドゥン校における在職研修について 

(1) 在職研修の研修ニーズの把握 

初任者研修のガイドラインは、MOEF 内に設けられる委員会で作成される。ガイド

ラインの見直しは４年に一度行われる。SFSC から修正意見を述べることは可能であ

るが、実際は、語句訂正などの細部事項の修正などを除き、ほとんど行われていない。 

一方、在職研修の研修テーマの選定や研修のプログラムは、ある程度、SFSC の校

長と講師に裁量の余地があり、SFSC が企画し、DFE の承認を受けて実施されている。 

研修の企画は、基本的に、校長や講師が自らの業務経験などに基づき行われる。在

職研修の企画に当たり、各州から聞き取りなどによる現場レベルのニーズの把握は行

われていない。その理由として、以下の諸点が挙げられた。 

 

・ 校長も講師もIFSであり、基幹公務員（Cadre）として配属州で業務経験を積んでい

ることから、改めて州レベルの研修ニーズを把握する必要性は低い 

・ 森林分野の現下の重要課題についても、校長や講師は、日々、把握に努めているこ

とから、在職研修のテーマとして何を取り上げるべきか自ら判断することは可能 

 

(2) 研修結果のモニタリングについて 

研修内容に対する研修生の評価は、研修最終日にアンケートを行うことにより把握

している。 

ただし、研修結果が研修生である SFS の州政府森林局における実際の業務にどのよ

うに効果があったかについてモニタリングは、評価、把握が困難であり、行われてい

ない。 

その理由として挙げられたのは、以下の諸点である。 

 

・ SFSCにおける在職研修の内容と、研修生の州での担当業務とは無関係 

・ 研修生の選定と研修後のポストは州政府の権限であり、SFSCはもとより、DEFもM

OEFも関与できない 

・ 研修結果をモニタリングする制度は存在せず、また、SFSを送り出した州政府の側に

も研修成果を報告する義務はない 

・ 一般教養的なテーマの研修では、研修が具体的に実際の州での担当業務にどう反映
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されたかを把握することが困難。仮に、研修生の上司に研修の成果を聞き取るとし

ても、年間の研修生は数百人おり、全ての上司に聴き取りを行うことは難しい 

 

また、SFSC の在職研修受講生の選定は、州政府の権限に属しており、指導員研修

（TOT）のように、未受講の州研修所講師を対象とすることを明確にしている研修で

さえ、州政府が選定する受講生は必ずしも州研修所講師とはなっていない（後述のと

おり、2006 年にで実施された TOT 参加者 15 名の内、州の研修所講師の受講生は３名

のみ）。このことから分かるように、州政府は、研修生の選定に当たり、研修内容と州

森林局における当人の担当業務との関連の観点よりは、業務の繁閑や研修生不在時の

業務対応などの業務の都合を優先する傾向が強いことも、研修の成果のモニタリング

を困難にする一因となっていると思われる。 

 

(3) 研修結果のフィードバック 

MOEF の厳密なガイドラインがある初任者研修とは異なり、SFSC 側にある程度の

裁量の余地が与えられている在職研修の場合、受講生へのアンケートの結果を踏まえ

て、研修内容を見直すことは可能とのことであった。 

また、在職研修のコース数も、予算措置さえされれば、増やすことは可能であると

のことであった。 

 

 

4-5-3 SFSC における指導員研修（TOT）の現状 

(1) TOT研修の実績 

MOEF は、2005 年３月、州の森林局研修施設の講師は TOT を受講していることが

望ましく、TOT 未受講者が講師となった場合には、TOT を早期に受講する旨、各州森

林局宛に通知した。16 

州政府の研修所講師に対する TOT は、SFSC において実施されている。 

なお、TOT は、SFSC がその企画に一定の裁量を持つ在職者研修在職研修のなかの 1

コースであるが、MOEF 通知があるため、TOT 実施には一定の優先度が与えられてい

る。 

SFSC における TOT コースの開設数を見ると、2005 年度はデラドゥン校のみ 1 コー

ス、2006 年度及び 2007 年度にはデラドゥン校とコインバトール校で各 1 コース、計

２コースと増大したが、2008年度は再びデラドゥン校での 1コースのみとなっている。

なお、ブルニハット校ではこれまで TOT は実施されていない。 

SFSC で実施した TOT の受講者数は、2005 年度 26 名、2006 年度 36 名、2007 年度

14 名。全受講者数に占める州森林局研修所等の講師の受講者数は、デラドゥン校の場

合、2006 年度は 15 名中３名、2007 年度には 10 名中 6 名と増大している。 

また、2006 年度にデラドゥン校で実施された TOT の研修生についてみると、募集

人数は、インド北部 14 州を対象に各州 4 名、計 58 名。応募者は 8 州から計 28 名、研

                                                  
16 ”Selection of IFS officers as faculty in the forestry training institutions under the Government of 
India-reg.”No.2-7/2004-RT 
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修参加者数は６州から 15 名であった。また、研修参加者 15 名の内、州研修施設の講

師は１州から 3 名のみであった。 

 

（表 4-18） SFSC における TOT の実績 

  2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 

デラドゥン校 

コース数 数 1 1 1 1 

日数 日 4 5 5 5 

講師数 人 8 12 9   

研修生数 人 26 15 10   

コインバトール校

コース数 数 0 1 1 0 

日数 日 0 5 5 0 

講師数 人 0 7 7   

研修生数 人 0 21 4   

ブルニハット校 

コース数 数 0 0 0 0 

日数 日 0 0 0 0 

講師数 人 0 0 0   

研修生数 人 0 0 0   

合 計 

コース数 数 1 2 2 1 

日数 日 4 10 10 5 

講師数 人 8 19 16 0 

研修生数 人 26 36 14 0 

資料：DFE       

 

(2) TOT講師 

SFSC デラドゥン校で開設されている TOT は、外部講師の Master Trainer 等により実

施されている。 

今後、州森林局の研修施設の講師の TOT 受講率を引き上げていくためには、TOT

のコース数の増と受講者数の増に対応するため Master Trainer を養成していくことが

考えられる。 

現在、Master Trainer の養成は、DFE 傘下の SFSC、FRC や州の研修施設では実施さ

れていない。 

SFSC デラドゥン校で第 1 回目の TOT から講師を務めている Mittal 氏（インド政府

公認の Master Trainer。中央政府地球科学省在籍）によると、現在、インドには Master 

Trainer は 5 名で、そのうち、Master Trainer を養成する Super Master Trainer は同氏を含

め２名しかいないが、全ての州の森林研修所講師の TOT に必要な数の Master Trainer

の養成は、5 年くらいで可能ではないかと思われるとの話しであった。 

なお、本プロジェクトのコンポーネントⅡで取り組むこととしているマスター・ト

レーニングは、州において、州森林局現場職員にファシリテーション・スキル、コミ

ュニケーション・スキル、ティーチング・スキルを指導する指導員を養成することを
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目的としており、SFSC で州政府の研修施設講師を対象としたＴＯＴを行うインド政

府公認の Master Trainer を養成するものとは異なる。 

 

（表4-19） SFSCにおけるTOTの講師及び担当科目 

氏名 所属 講義名 

Dr. D. Pandy DG, FSI, Dehradun 
Group discussion on the theme "Foresters as trainers 

strength & weakness" 

Sri Vinod Rishi 
Director, IGNFA, 

Dehradun 

Group discussion on the theme "Foresters as trainers 

strength & weakness" 

Dr. P.R.Sinha Director, WII, Dehradun
Group discussion on the theme "Foresters as trainers 

strength & weakness" 

Sri. A.K.Goyal DIG, MoEF, New Delhi 

Group discussion on the theme "Foresters as trainers 

strength & weakness", 

Forestry training past, present & future 

Sri. Anil Kumar DFE, Dehradun 

Group discussion on the theme "Foresters as trainers 

strength & weakness", 

Forestry training past, present & future, 

Panel discussion on theme "Training needs of frontline 

staff" 

Sri. R.K.Goyal AD, IGNFA, Dehradun 
Panel discussion on theme "Training needs of frontline 

staff" 

Sri. I.J.Mittal 
Master Trainer, MoES, 

New Delhi 

Training Needs Assesment,  

Training Methodology,  

Training Feedback & Assesmant,  

Training & Technology,  

Group dynamics,  

Designing a training programme, 

 Competency based training,  

Communication & presentation skills 

Sri. H.S.Sohal IFS, ICFRE, Dehradun Media and public management 

Sri. A.K.Wahal DDG, ICFRE, Dehradun Formulation & evaluation of training related projects 

Dr. Vennet Kumar 

Gupta 
Adarsh Nagah, Dehradun Stress mamagement 

Sri. Michael 

Siromany 

IAS, JT, NHRC, New 

Delhi 
Disaster management 

Sri. P.L. Agrawal 
IFS, Faculty, SFSC 

Dehradun 

Participants project work group working, Participants 

project work 

資料：Workshop report of one week training-cum-workshop on "Training of Trainers" from 6.11.2006 to 

10.11.2006 
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4-5-4 森林官、森林警備員に対する研修の現状 

森林官及び森林警備員の訓練は、州政府の所掌とされているが、人口圧力や市民社会から

の需要の発生により生じた森林分野の新たな要請に応えるため、2004 年、MＯEF は、州政

府と調整を図った上で、州政府が実施する森林官、森林警備員の訓練についてガイドライン

を策定した。17 

当該ガイドラインによると、多くの森林官、森林警備員は就職後数年経っても初任者研修

を受講しておらず、職務遂行上の制約が生じているとされている。 

森林官や森林保護官が研修を重視しない理由として、研修の受講成績が年功に反映されな

いことや、州によっては、研修は職務とは見なされておらず、研修生には基本給しか支給さ

れないことが指摘されている。 

また、森林官や森林警備員の研修を担当する講師についても、十分な現場経験を有してお

らず、責任に見合う適切な優遇措置や施設が整っていないため、適切な資質を持つ講師の確

保が困難な状況にあるとされている。 

このため、森林分野の需要に応えた研修コースの充実と見直し、研修施設の充実、研修規

則の見直しによる現場職員の研修の高度化と標準化を図ることが必要とされている。 

また、初任者研修の受講率が低いことに加え、現場が重要と言われているにもかかわらず、

現場職員には官用車、官用バイクなどの移動手段が配備されず、燃料代も一定額しか支給さ

れないなかで、事務所から現場への移動のため、私物の車両を用いなくてはならないという

労働条件も、現場職員の業務遂行の支障となっている。 

 

 

4-6 協力分野における他援助機関の動向 

海外ドナーによる支援の大部分は、二国間援助であり、森林セクターに対する海外ドナー

の支援総額は、同セクター年間予算の約 3 割を占めている(2006 年時点)。他ドナー支援によ

る近年の森林セクター関連案件は、以下の通りである。 

 

機関名 プロジェクト名 対象州 実施期間 

World Bank Community Forestry Project Andhra Pradesh 2002-03 ～2006-07 

DFID Forest Sector Reform Project Himachal Pradesh 2002-03 ～2006-07 

GTZ Changer eco-development Project Himachal Pradesh 1999-2000～2004-05 

出典：Ministry of Environment and Forests, Government of India(2006) ”Report of the National Forest 

Commission”, pp.335-336. 

 

4-7 我が国の協力実績 

我が国は円借款事業により、近年、JFM 方式に基づく植林事業を拡大してきた。しかし、

植林事業の実効性と持続性を確保するためには、JFM を円滑に遂行できる人材の育成が不

                                                  
17 No.3-1-17/99-RT dated July 1, 2004 
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可欠との認識に基づき、目下、植林事業に対する人材育成事業の導入を試みている。 

この状況に鑑み、本技術協力プロジェクトは、円借款植林事業の実効性・持続性確保を目

的とした人材育成事業を、円借款との連携の下で実施することを目指している。円借款支援

による近年の植林事業・関連事業は、以下の通りである。 

 

円借款によるインドにおける植林セクター支援実績 

（単位：百万円、ヘクタール) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：東京都 23 区の面積：62.1 千 Ha 

 

承諾 
事業名

承諾
面積 

金額年度 

1990 インディラ・ガンジ－運河地域植林事業 7,869 47,000

1991 アラバリ山地植林事業 8,095 115,000 

1994 ラジャスタン州植林開発事業 4,219 55,000
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困削減事業 
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承諾 
事業名

承諾
面積 

金額年度 

1990 インディラ・ガンジ－運河地域植林事業 7,869 47,000

1991 アラバリ山地植林事業 8,095 115,000 

1994 ラジャスタン州植林開発事業 4,219 55,000

1995 グジャラート州植林開発事業 15,760 231,000 

1996 カルナタカ州東部植林事業 15,968 150,000 

1996 タミールナド州植林事業 13,324 405,000 

1997 
2002 パンジャブ州植林開発事業（I)＆(II) 11,247 60,500

2002 ラジャスタン州植林・生物多様性保全事
業

9,054 120,000 

2003 ハリヤナ州森林資源管理・貧困削減事
業

6,280 50,000

2004 タミールナド州植林事業（ＩＩ） 9,818 177,500 

2004 カルナタカ州持続的森林資源管理・生物
多様性保全事業 

15,209 185,000 

2005 オリッサ州森林セクター開発事業 13,937 199,500 

2006 トリプラ州森林環境改善・貧困削減事業 7,725 55,100

2006 グジャラート州植林開発事業（ＩＩ） 17,521 147,800 

2007 ウッタル・プラデシュ州森林資源管理・貧
困削減事業 

13,345 80,500



54 
 

第5章 事前調査結果 

 

5-1 プロジェクト概要 

 

(1) 協力内容 

本件は、インド政府環境森林省（MOEF：Ministry of Environment and Forests）を実施機関

とし、1）ウッタラカンド州デラドゥンにある国立森林官研修機関及び 2）各州立森林官研

修機関の研修支援を通じ、インド政府の森林分野の研修能力を強化することを目的としてい

る18。1)においては、研修内容や教授法の改善を含む森林管理に関する研修実施計画及び研

修教材の改良、2)においては、円借款事業「森林管理能力強化･人材育成事業」により実施

される「マスター・トレーナー育成のための研修」19に対する技術的支援を主な活動とする。 

 

(2) 裨益対象者 

裨益対象者は、直接裨益者と間接裨益者から成る。それぞれの構成は以下の通りである。 

 

＜直接裨益者＞ 

・ デラドゥンの国立森林官研修機関において研修を担当する教官及び外部講師 

・ デラドゥンの国立森林官研修機関において研修を受講する州森林官 

・ 円借款事業の対象となる 10 州から選抜されたマスター・トレーナー 

 

＜間接裨益者＞ 

・ 州立森林官研修機関の受講生 

・ 円借款事業の対象 10 州においてマスター・トレーナーが実施する研修の受講

生 

・ （州森林局の現場森林官） 

 

(3) 協力期間 

2008 年度の長期専門家派遣より、5 年間とする。 

 

                                                  
18 インド森林行政では中央政府採用の上級森林官（Indian Forest Service）が中央及び各州の森林行政

を司り、その下で各州が採用する州森林官（State Forest Service 及び Forest Range Officer）及び

現場森林官（Forester 及び Forest Guard）が森林管理を実施している。 
19 円借款事業の対象州から選抜された州森林官（State Forest Service 及び Forest Range Officer）に、

住民との効果的・協調的なファシリテーション手法を習得させ、現場森林官（Forester 及び Forest Guard）

への指導が行えるようになるよう養成する。 
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(4) 上位目標 

「上位目標」は、プロジェクト目標が達成された結果として、近い将来に発現することが

期待される望ましい状態であり、プロジェクト終了後 7 年以内に達成されることが期待され

る。本プロジェクトの上位目標は、「州森林局における現場森林官（Forester 及び Forest Guard）

の能力が強化される」である。 

また、上位目標の達成度を測る指標として、「2016 年までに一定人数の現場森林官が

研修を受講する」「研修受講生である現場森林官の業務遂行能力(森林管理に係る知識・

技能・態度)に対する森林周辺住民の評価が高まる」の 2 指標を設定する。前者の具体

的数値は、プロジェクト開始後、6 ヶ月以内に設定することとし、後者については、サ

ンプリング調査により測定する。 

 

(5) プロジェクト目標 

本プロジェクトのプロジェクト目標は、「インド政府の森林分野の研修能力が強化される」

である。プロジェクト目標達成を測定する指標として、「改善された研修内容及び教材によ

る研修を受講した州森林官が、2013 年までに一定数までに達する」こととし、具体的数値

は、プロジェクト開始後、6 ヶ月以内に設定する。 

 

(6) 成果および活動 

プロジェクト目標は、次の 4 つの成果が達成されることによって実現する。 

成果 1：デラドゥンの国立森林官研修機関における研修の内容が改善される 

活動： 

1-1 現状の研修内容の評価を行う 

1-2 研修対象者（州森林官）の研修ニーズと課題を確認する 

1-3 研修計画、教科、カリキュラム、教材の内容を検討し、改定する 

 

成果１の指標は、「研修の教科のひとつである TOT（Training of Trainers）の課題が明らか

になり、州森林官のニーズに合ったカリキュラムが開発される」「カリキュラムごとに教材

が開発される」の 2 指標である。その達成度は、改善された研修計画書や教師用指導書をも

って、定性的に測られる。 

 

成果 2：改善された研修内容に基づき、デラドゥンの国立森林官研修機関の教官がより

効果的な研修を実施できるようになる 

活動： 

2-1 研修の実施計画を作成する 

2-2 研修実施計画に基づき研修を実施する 

 

 

成果２の指標は、「研修の実施回数」および「研修受講生である州森林官による研修への

評価が高まる」こととし、前者は研修受講者データベースを活用、後者についてはアンケー

ト調査を実施することで達成度を測る。 
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成果 3：研修内容のモニタリングとフィードバックの仕組みが構築される 

活動：  

3-1 州森林官研修機関が実施する研修をモニタリングし、改善案を作成する 

3-2 いくつかの州を選抜し、重点的にモニタリングする 

3-3 モニタリング結果をデラドゥンの国立森林官研修機関における研修内容に反映す

る 

3-4 研修実施計画を改定する 

成果３の指標は、「DFE／SFSC による有効なモニタリングの回数」であり、その達成度は、

デラドゥン森林官研修機関／森林教育局によるモニタリングの報告書で確認される。 

 

成果 4：州立森林官研修機関（円借款事業の対象となる 10 州）で活動する「マスター・ト

レーナー」が育成される  

活動： 

4-1 円借款事業「森林管理能力強化･人材育成事業」の PMU(プロジェクト・マネジメ

ント・ユニット)が行う研修計画及び研修教材作成（マスター・トレーニング向け

及び現場森林官対象）を支援する 

4-2 デラドゥンの国立森林官研修機関にて行われるマスター・トレーナー研修の実施

を支援する  

4-3 マスター・トレーナーが各州にて行う研修（現場森林官対象）のモニタリングを

支援する 

 

成果 4 の指標は、「研修計画及び研修教材の作成 」「マスター・トレーニング実施状況報

告書 」「マスター・トレーナーが各州で実施する研修の実施状況報告書」とする。 

 

(7) 投入計画 

1) 日本側投入 

(a) 専門家派遣 

以下の分野の長期専門家が派遣される。短期専門家については、必要に応じて特

定された分野の専門家が派遣される。 

① チーフ･アドバイザー 

② 森林経営 

③ 業務調整 

 

(b) 機材供与 

プロジェクトの実施に必要な機材が供与される。 

 

(c) 現地活動費 

専門家の交通費等、現地でのプロジェクト活動に必要な経費が提供される。 
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(d) カウンターパート研修 

技術協力予算の範囲内で、プロジェクト実施計画に基づき、インド側カウンター

パートに対して、日本における研修機会が提供される。 

 

2) インド側投入 

(a) カウンターパート及びその他スタッフの配置 

プロジェクト・ディレクター(1 名) 

プロジェクト・マネジャー(2 名) 

研修担当教官 

研修生 

 

(b) 建物・施設・機材等の提供 

デラドゥン国立森林官研修機関内に、JICA 専門家用の執務室が設置される。その

他、電気／通信機器・研修機材がインド側から提供される。 

 

(c) 運営管理費 

プロジェクトの活動に必要な水光熱費、通信費、カウンターパートの交通費等の

経費は、インド政府の財政措置により手当てされる。 

 

5-2 外部条件 

本プロジェクト実施のための前提条件は、「インドの森林政策、法律が著しく変更されな

い」と「円借款事業の実施スケジュールが大幅に遅延しない」の 2 つである。インド政府に

よる JFM を基本とした森林管理の方針が継続され、円借款事業が予定どおりに実施されれ

ば、本プロジェクトは実施可能である。 

プロジェクトの成功を左右する重要な外部条件は、PDM に要約されている。これら

外部条件を次表に示す。 

 
 
上位目標達成のための外部条件 

 
・ JFM の技術・知識など、州森林局の現場森

林官に求められる内容が著しく変更され
ない。 

 
 
プロジェクト目標達成のための外部条件 

 
・ デラドゥンの国立森林官研修機関における州森

林官を対象とした研修が廃止にならない。 
 

 
アウトプット達成のための外部条件 

 
・ 研修受講者（州森林官）が受講後に研修内容と

関連のない部署へ異動にならない。 
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5-3 評価 5 項目における評価結果 

(1) 妥当性 

1) 優先度 

インド政府は、第 10 次 5 ヵ年計画において、JFM に森林保護政策を転換する方針

を打ち出した。第 11 次 5 ヵ年計画（2007 年 4 月～2012 年 3 月）において環境保護は

重点分野であり、計画の終了時点までに森林被覆率を 5％上昇させることを目標とし

ている。同計画では荒廃林の再生に加え、JFM の推進による持続可能な森林管理、森

林依存者の代替所得手段獲得支援に重点が置かれており、本プロジェクトがインドの

政策に沿うものであることは明白である。 

 

2006 年 5 月に取り纏められた日本の対インド国別援助計画は、貧困･環境問題の改

善を重点目標に掲げ、土壌の劣化、侵食防止、住民生活の向上の観点から、森林セク

ターへの支援を行う旨、明記している。これを踏まえ、対インド国別援助実施方針で

は、自然環境保全（自然環境の保全と持続的利用）を開発課題として明記している。

したがって、本プロジェクトは日本の援助政策にも合致している。 

 

2) 手段としての適切性 

環境森林省は、持続可能な森林管理を実施するために、情報管理システムの構築及

び人材開発の推進を目標としている。本プロジェクトはこの目標と整合しており、森

林管理の課題に対するアプローチとしても適切な手段であると考えられる。また、日

本の森林管理の技術協力は、インドの森林管理の課題を改善するために適切なもので

ある。 

 

(2) 有効性 

TOT、その他の研修コース、そして、モニタリング･評価システムの改善が、州森林官を

対象とする中央レベルでの研修実施能力を強化することになる。州森林官は、日本人専門家

によって移転される新しい知識・技術を理解するための十分な能力を備えており、獲得した

新しい知識・技術を、州森林官研修機関における現場森林官向けの研修に応用・改善するこ

とが可能である。 

 

(3) 効率性 

デラドゥンの国立森林官研修機関の教官は、プロジェクトで計画されている活動内容を通

常業務として担当していることから、計画された活動は効率的に実施され、成果に繋がるこ

とが期待できる。日本人専門家が、日本における優良事例の観点から研修のニーズ・内容・

計画を再検討し、改善する為の諸活動を支援することで、より高い効率性が確保できる。 

他方、マスター・トレーニングは、環境森林省がデラドゥンの国立森林官研修機関で

実施する研修とは独立に、円借款事業「森林管理能力強化･人材育成事業」の枠組内で

実施する、新規かつ独自の研修プログラムである。従って、日本人専門家が、組織づく

りを含めた実践的・持続的な仕組みづくりを支援することにより、マスター･トレーニ

ングの効率性、及びマスター・トレーナーによる州レベルの活動の効率性を確保しうる。 
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(4) インパクト 

本プロジェクトでは、環境森林省森林教育局と、その管轄下にあるデラドゥンの国立森林

官研修機関をカウンターパートとした活動が計画されている。改善された TOT がプロジェ

クト終了後も継続されることにより、TOT を受講した州森林官が実施する州レベルの研修

を、州森林局の現場森林官が受講しうる仕組みを構築することが可能となるため、最終的に

“州森林局における現場森林官の能力が強化される”という上位目標の達成に繋がるものと

考えられる。 

また、既述の通り、インド国では、従来、森林官研修の必要性が高く認識されておらず、

森林官研修に対する国家予算も、限定的なものに留まってきた。そのため、本プロジェクト

の実施により、従来、環境森林省内での優先順位が低かった森林官研修の必要性・重要性を

喚起する効果も期待される。 

 

(5) 自立発展性 

1) 政策･制度面 

森林官研修は、インド政府の森林政策・研修実施指針に基づいて実施されており、

近い将来において森林管理の政策が大きく変わる可能性は低い。また、気候変動対策

の観点から見ても、インド国における自然環境保全は、世界的にも重要な意味をもち、

より効果的・効率的な自然環境保全が内外より求められていることから、自然環境保

全の担い手である森林官を対象とした研修の重要性は、更に増すものと推測しうる。

従って、本プロジェクトにより改善された研修の内容は、プロジェクト終了後も引き

続き、州森林官研修機関における研修の改善に寄与すると考えられる。 

2) 組織･財政面 

プロジェクトの活動には、研修結果のモニタリング･評価及びフィードバックの活動

が計画されている。この活動の中で、既往の仕組みを強化することにより、研修ニー

ズの変化に対応しつつ、研修実施機関が自主的に研修内容･方法を改善することが可能

となる。 

 

5-4 モニタリングと評価 

プロジェクトの開始を 2009 年 3 月、終了を 5 年後の 2014 年 2 月と想定し、中間評価

を 2011 年 3 月頃、終了時評価を 2013 年 7 月頃、事後評価を 2015 年末頃に実施する。 
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第6章 本件協力活動に係る戦略 

 

6-1 本プロジェクトの意義及びインド側からの期待 
 
「森林被覆率の増加」は、インドの第 11 年次 5 ヵ年計画の重点分野である環境分野の目

標の一つに掲げられている。 

インドの森林分野への協力としては、これまで、円借款による植林事業が展開されて

いるが、円借款事業「森林管理強化・人材育成事業」では、人材育成という側面に焦点

を当て、中央及び州の研修施設の整備を行うことで、研修がより効率的・効果的に実施

されることと、研修担当官のモチベーションを高めることが期待されている。同事業に

対しては、中央政府のみならず、研修施設整備の対象候補の各州も高い期待を有してい

ると伝えられている。 

一方、JICA とインド側関係者との過去 2 年近くに及ぶ協議や、今般の調査団と先方と

の協議を進める中で、インド側は、日本が環境森林省森林教育局（DFE：Directorate of 

Forest Education)及びその傘下の国立森林官研修機関デラドゥン校を実施機関とし、同機

関が実施する研修の改善を目的とする技術協力を行うことに対しても、高い期待を有し

ていることが確認された。調査団との協議の過程では、「日本が強制的に押し付けるもの

ではないか」との懸念が見受けられる場面もあったが、最終的には、日本の技術協力が、

援助国・機関が「行う」のではなく、相手国の主体性に基づいたプロセスであるという

キャパシティ・ディベロップメントの考え方に立つものであるということに理解と賛同

が得られたものと思われる。 

本技術協力プロジェクトは、円借款事業「森林管理強化・人材育成事業」を補完する

のみならず、インドの森林分野を人材育成という側面で支援するものであり、今後も引

き続きインドにおいて実施されるであろう円借款による植林事業（さらには既に実施さ

れている円借款事業を含め）との連携効果も期待される。 

なお、インドにおける技術協力プロジェクトは、比較的小規模な案件が多い中、本件

は複数名の専門家を配置し、より大きなインパクトを目指すものであり、環境森林省の

みならず、インド側の援助窓口機関の財務省も高い関心を示している。 

 

6-2 プロジェクト実施上の留意点 

(1) 技術協力プロジェクトの考え方の理解の促進 

インドでは、アドバイザーとして外国人専門家が省庁や関係機関に入ることは一般的でな

いことから、JICA 専門家がともすれば「業務委託の相手方であるコンサルタント」とみな

されることがある。 

本技術協力プロジェクトは、インド側の自立発展性を重視し、共同作業を中心に実施

されるものであり、JICA 専門家はインド側の行政官や教官と一緒に、研修の仕組み造り

を行う。既に協議を通じ、先方の関係者も概ね技術協力の枠組みや JICA 専門家の役割

を理解したものと思われるが、今後も先方が誤解することがないよう、要所で理解の促

進を図る必要がある。 
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(2) 実施体制の整備 

本件の活動の中心は、国立森林官研修機関の所在するデラドゥンであるが、環境森林省と

の調整・協議のため、専門家は頻繁にデリーに出張する必要があるものと考えられる。その

ため、人員の配置や異動のための必要な経費等は十分に確保し、円滑な活動実施が可能とな

るよう配慮する必要性が高い。 
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